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論
説
韓
国
近
代
離
婚
慣
習
法
の
定
立
過
程
1
協
議
上
の
離
婚
を
中
心
に
李
英
　
美
李
は
じ
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
こ
ん
に
ち
に
至
る
ま
で
、
韓
国
に
お
け
る
離
婚
に
関
す
る
慣
習
調
査
と
慣
習
の
法
認
化
は
、
日
本
に
よ
る
韓
国
（
大
韓
帝
国
、
以
下
（
2
）
同
）
の
保
護
政
治
を
行
な
っ
た
統
監
府
と
、
日
韓
併
合
後
の
朝
鮮
総
督
府
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
前
者
の
統
監
府
は
韓
国
民
法
典
の
編
纂
を
構
想
し
て
お
り
、
そ
の
「
立
法
資
料
の
収
集
」
と
い
う
目
的
で
全
国
的
規
模
の
慣
習
調
査
事
業
を
行
な
っ
て
い
た
。
他
方
、
日
韓
併
合
後
の
朝
鮮
総
督
府
は
植
民
地
朝
鮮
独
自
の
法
典
を
編
纂
せ
ず
、
日
本
法
を
施
行
す
る
と
し
、
「
朝
鮮
民
事
令
」
（
一
九
一
二
年
三
月
制
令
第
七
号
公
布
、
同
四
月
一
日
施
行
）
を
も
っ
て
、
民
法
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
民
事
関
連
の
日
本
法
を
定
め
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
し
か
し
、
統
監
府
の
慣
習
調
査
を
通
じ
て
認
識
さ
れ
た
日
本
と
大
き
く
異
な
る
慣
習
の
存
在
は
、
朝
鮮
総
督
府
を
し
て
、
朝
鮮
人
相
互
間
の
法
律
行
為
、
能
力
・
親
族
・
相
続
、
不
動
産
物
権
に
つ
い
て
は
、
日
本
民
法
を
適
用
せ
ず
、
植
民
地
朝
鮮
の
慣
習
を
も
っ
て
運
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（
4
）
用
す
る
よ
う
に
し
た
（
「
朝
鮮
民
事
令
」
第
一
〇
、
第
＝
、
第
一
二
条
）
。
こ
う
し
て
離
婚
に
関
す
る
事
項
は
、
「
朝
鮮
民
事
令
」
第
＝
条
の
規
定
に
従
っ
て
慣
習
法
を
運
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
朝
鮮
総
督
府
は
そ
う
し
た
不
文
法
と
し
て
の
慣
習
を
運
用
す
る
た
め
、
個
別
慣
習
に
関
す
る
各
官
署
か
ら
の
照
会
お
よ
び
質
疑
に
対
す
る
回
答
・
通
牒
、
関
連
各
処
の
決
議
、
高
等
法
院
判
決
を
も
っ
て
対
処
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
慣
習
法
と
し
て
定
立
さ
せ
て
い
た
。
同
時
に
、
そ
う
し
た
「
行
政
事
務
の
参
考
」
と
「
裁
判
の
準
拠
規
範
」
と
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
る
た
め
、
統
監
府
時
代
の
慣
習
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
『
慣
習
調
査
報
告
書
』
を
慣
習
の
法
源
と
し
て
参
照
し
な
が
ら
、
新
た
に
各
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
個
別
事
項
に
関
す
る
慣
習
調
査
を
行
な
っ
て
い
た
。
　
こ
の
よ
う
な
慣
習
お
よ
び
慣
習
法
の
運
用
過
程
で
、
「
朝
鮮
民
事
令
」
第
一
一
条
は
、
日
本
に
よ
る
植
民
地
統
治
が
終
結
す
る
一
九
四
五
年
ま
で
に
、
θ
一
九
二
一
年
一
一
月
一
四
日
の
制
令
第
一
四
号
に
よ
る
第
一
次
改
正
（
親
権
・
後
見
・
保
佐
・
親
族
会
中
無
能
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
者
の
た
め
に
設
置
す
る
親
族
会
に
関
す
る
日
本
民
法
の
依
用
）
、
◎
一
九
二
二
年
一
二
月
七
日
の
制
令
第
一
二
号
に
よ
る
第
二
次
改
正
（
婚
姻
年
齢
・
裁
判
上
の
離
婚
・
認
知
・
親
族
会
に
関
す
る
前
回
改
正
の
残
り
の
規
定
・
相
続
の
承
認
に
関
す
る
日
本
民
法
の
依
用
と
、
分
家
・
絶
家
再
興
・
婚
姻
・
協
議
上
の
離
婚
・
縁
組
お
よ
び
協
議
上
の
離
縁
事
項
の
事
実
主
義
か
ら
届
出
主
義
へ
の
転
換
）
、
⑤
一
九
三
九
年
＝
月
一
〇
日
の
制
令
第
一
九
号
に
よ
る
第
三
次
改
正
（
氏
制
度
の
創
設
・
裁
判
上
の
離
縁
・
婿
養
子
縁
組
の
無
効
と
取
消
に
関
す
る
日
本
民
法
の
依
用
）
の
計
三
回
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
過
程
を
と
お
し
て
、
植
民
地
朝
鮮
に
依
用
す
る
日
本
民
法
の
範
囲
を
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
徐
々
に
拡
大
し
て
い
き
、
つ
い
に
は
創
氏
改
名
の
実
施
と
、
同
姓
禁
婚
・
異
姓
不
養
と
い
う
、
植
民
地
朝
鮮
従
来
の
伝
統
的
な
親
族
慣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
習
お
よ
び
制
度
上
の
二
大
鉄
則
を
崩
壊
さ
せ
る
に
至
っ
て
い
た
。
　
そ
の
た
め
、
今
日
、
先
行
研
究
に
お
け
る
、
日
本
に
よ
る
植
民
地
朝
鮮
の
慣
習
法
関
連
政
策
に
対
す
る
評
価
は
、
植
民
地
支
配
を
目
的
と
す
る
統
監
府
・
朝
鮮
総
督
府
・
日
本
政
府
と
い
う
植
民
地
統
治
機
構
に
よ
る
同
一
政
策
の
も
と
、
③
慣
習
調
査
の
段
階
、
⑤
各
種
通
牒
・
回
答
に
よ
る
慣
習
法
の
定
立
過
程
、
◎
高
等
法
院
の
判
決
、
⑥
旧
慣
お
よ
び
制
度
調
査
委
員
会
や
司
法
協
会
な
ど
各
種
関
連
組
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織
の
決
議
、
◎
「
朝
鮮
民
事
令
」
の
改
正
を
通
じ
て
、
植
民
地
朝
鮮
の
従
来
の
特
殊
な
慣
習
は
そ
の
存
在
が
無
視
さ
れ
、
あ
る
い
は
日
本
民
法
の
法
理
に
合
わ
せ
る
形
で
歪
曲
さ
れ
た
と
す
る
同
化
主
義
的
な
観
点
か
ら
の
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
。
韓
国
で
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
本
格
的
に
は
じ
ま
っ
た
、
日
本
に
よ
る
植
民
地
朝
鮮
の
慣
習
法
政
策
に
対
す
る
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
評
価
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
韓
国
の
民
法
学
お
よ
び
法
制
史
学
界
に
お
け
る
支
配
的
な
見
方
で
あ
っ
た
（
以
下
「
歪
曲
論
」
と
す
る
）
。
　
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
、
当
時
急
激
な
社
会
の
変
化
に
伴
う
慣
習
の
自
生
的
な
変
化
に
よ
っ
て
新
慣
習
が
出
現
し
、
そ
の
新
慣
習
は
朝
鮮
総
督
府
の
慣
習
法
政
策
に
影
響
を
与
え
、
つ
い
に
は
上
記
「
朝
鮮
民
事
令
」
第
＝
条
の
第
二
次
改
正
に
つ
な
が
っ
た
と
す
る
見
方
が
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
朝
鮮
総
督
府
は
日
本
政
府
の
植
民
地
法
制
政
策
と
は
異
な
る
、
総
督
府
独
自
の
植
民
地
朝
鮮
慣
習
の
成
文
法
化
構
想
を
進
め
て
お
り
、
日
本
政
府
と
の
間
に
葛
藤
を
起
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
E
）
れ
た
（
以
下
「
法
認
論
」
と
す
る
）
。
そ
こ
で
は
、
従
来
制
限
的
に
認
め
ら
れ
た
場
合
を
除
い
て
基
本
的
に
は
厳
禁
さ
れ
て
い
た
離
婚
難
一
九
〇
五
年
に
な
る
と
協
議
上
の
離
婚
が
揮
何
と
し
て
成
立
し
・
一
九
一
五
年
に
は
慣
習
法
と
し
て
翻
路
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
慣
習
自
ら
の
変
化
に
影
響
さ
れ
た
朝
鮮
総
督
府
の
慣
習
法
政
策
と
し
て
実
証
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
「
法
認
論
」
に
よ
る
慣
習
の
自
生
的
な
変
化
の
内
容
と
は
日
本
民
法
の
方
へ
向
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
法
認
論
」
で
は
そ
の
こ
と
に
対
す
る
考
察
が
欠
け
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
な
ぜ
新
慣
習
が
近
代
民
法
と
し
て
の
日
本
民
法
を
指
向
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
趨
勢
を
生
ん
だ
要
因
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
　
そ
の
後
、
そ
う
し
た
「
法
認
論
」
の
登
場
を
、
韓
国
に
お
け
る
日
本
統
治
時
代
の
慣
習
法
政
策
を
め
ぐ
る
性
格
論
争
の
本
格
化
と
見
倣
し
、
以
上
の
「
歪
曲
論
」
と
「
法
認
論
」
の
主
張
を
克
服
す
べ
き
第
三
の
視
点
と
し
て
、
新
た
な
見
方
が
近
年
提
示
さ
れ
た
。
庶
子
と
養
子
の
祭
祀
相
続
権
確
認
に
関
す
る
高
等
法
院
判
決
の
分
析
を
通
し
て
植
民
地
慣
習
法
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
（
以
下
、
「
形
成
論
」
と
す
る
）
。
「
形
成
論
」
で
は
、
「
法
認
論
」
に
よ
る
「
歪
曲
論
」
の
民
族
主
義
的
な
狭
隆
性
の
克
服
を
認
め
つ
つ
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も
、
①
「
法
認
論
」
の
主
張
は
不
動
産
物
権
の
分
野
に
は
妥
当
せ
ず
、
⑪
「
朝
鮮
民
事
令
」
に
お
け
る
慣
習
尊
重
主
義
の
許
容
範
囲
が
極
め
て
狭
小
で
あ
り
（
同
令
第
一
一
、
第
一
二
条
の
み
）
、
⑪
ま
た
、
同
令
で
は
不
確
定
概
念
の
「
公
の
秩
序
」
概
念
と
い
う
フ
ィ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
タ
ー
を
と
お
し
て
新
慣
習
お
よ
び
慣
習
法
の
範
囲
と
方
向
を
統
制
し
て
い
た
と
捉
え
（
同
令
第
一
〇
条
）
、
新
慣
習
と
は
植
民
地
統
治
権
力
に
よ
っ
て
誘
導
・
助
長
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
法
認
論
」
に
よ
る
自
然
発
生
的
な
新
慣
習
生
成
可
能
性
論
は
否
定
さ
れ
る
と
す
る
。
こ
う
し
た
「
形
成
論
」
の
見
方
は
、
「
法
認
論
」
で
欠
け
て
い
た
、
上
述
の
新
慣
習
が
日
本
民
法
を
指
向
し
た
要
因
を
解
明
す
る
ひ
と
つ
の
方
法
を
提
示
し
た
と
考
え
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
「
形
成
論
」
の
分
析
は
、
対
象
と
し
た
判
例
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
直
接
離
婚
慣
習
と
関
係
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
　
本
稿
は
、
以
上
の
韓
国
に
お
け
る
、
日
本
に
よ
る
植
民
地
朝
鮮
の
慣
習
法
政
策
に
関
す
る
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
協
議
上
の
離
婚
慣
習
に
関
す
る
、
①
朝
鮮
総
督
府
の
政
務
総
監
お
よ
び
司
法
部
長
官
に
よ
る
回
答
、
②
高
等
法
院
の
判
決
、
③
司
法
協
会
の
決
議
を
通
し
て
、
ま
ず
協
議
上
の
離
婚
が
慣
習
と
し
て
認
め
ら
れ
、
そ
の
後
に
慣
習
法
と
し
て
定
立
し
て
い
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
つ
ぎ
に
そ
う
し
た
新
慣
習
が
日
本
民
法
の
方
へ
向
っ
て
い
た
要
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
　
こ
こ
で
様
々
な
民
事
慣
習
の
な
か
で
協
議
上
の
離
婚
慣
習
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
、
ま
ず
、
協
議
上
・
裁
判
上
を
含
め
て
離
婚
慣
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
が
従
来
の
伝
統
法
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
近
代
以
後
慣
行
お
よ
び
慣
習
・
慣
習
法
・
成
文
法
の
段
階
を
経
て
お
り
、
そ
の
各
段
階
に
お
け
る
資
料
・
高
等
法
院
判
決
・
研
究
を
備
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
協
議
上
の
離
婚
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
よ
る
植
民
地
朝
鮮
の
慣
習
法
政
策
を
分
析
す
る
際
に
ひ
と
つ
の
枠
組
み
と
し
て
用
い
ら
れ
る
、
「
実
際
の
慣
習
・
調
査
さ
れ
た
慣
習
・
認
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
ら
れ
た
慣
習
」
と
い
う
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
旦
ハ
体
的
に
、
⑦
こ
の
う
ち
「
実
際
の
慣
習
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
そ
の
こ
と
を
直
接
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「
経
国
大
典
」
「
刑
法
大
全
」
な
ど
の
従
来
の
婚
姻
関
連
の
伝
統
法
制
と
典
礼
に
あ
る
離
婚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
P
）
（
別
離
・
離
出
）
関
連
の
刑
罰
規
定
か
ら
、
あ
る
程
度
の
こ
と
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
当
時
の
離
婚
制
度
に
関
す
る
研
究
が
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（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
存
在
す
る
こ
と
と
、
◎
「
調
査
さ
れ
た
慣
習
」
と
し
て
は
『
慣
習
調
査
報
告
書
』
に
記
録
が
あ
り
、
◎
「
認
め
ら
れ
た
慣
習
」
と
し
て
は
高
等
法
院
判
決
に
協
議
上
の
離
婚
関
連
の
判
例
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
本
稿
は
、
以
上
の
離
婚
慣
習
に
お
け
る
協
議
上
の
離
婚
と
裁
判
上
の
離
婚
の
う
ち
、
先
ず
前
者
を
考
察
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
引
続
き
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
前
述
「
朝
鮮
民
事
令
」
第
＝
条
の
第
二
次
改
正
に
よ
り
、
協
議
上
の
離
婚
慣
習
が
事
実
主
義
か
ら
届
出
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
義
に
転
換
し
た
時
点
ま
で
を
、
協
議
上
の
離
婚
が
慣
習
法
と
し
て
定
立
す
る
過
程
に
お
け
る
初
期
的
形
成
段
階
を
完
成
し
た
と
見
倣
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
本
稿
で
取
り
上
げ
る
範
囲
は
同
令
の
施
行
日
で
あ
る
一
九
二
三
年
七
月
一
日
ま
で
と
す
る
。
管
見
の
限
り
、
こ
の
期
間
内
に
お
け
る
協
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）
議
上
の
離
婚
に
関
す
る
高
等
法
院
判
決
の
内
容
が
確
認
で
き
る
の
は
三
件
、
司
法
協
会
決
議
は
二
件
で
あ
り
、
前
者
の
う
ち
二
件
と
後
者
の
う
ち
一
件
は
夫
妾
関
係
解
消
に
関
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
除
い
た
、
前
者
の
一
件
は
協
議
上
の
離
婚
訴
訟
に
お
け
る
手
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
続
法
（
民
事
訴
訟
法
）
の
解
釈
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
の
一
件
は
詐
欺
・
強
迫
に
よ
る
協
議
上
の
離
婚
の
取
消
に
日
本
民
法
総
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
則
と
同
親
族
編
の
ど
ち
ら
を
適
用
す
べ
き
か
と
い
う
法
適
用
に
関
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
高
等
法
院
判
決
と
司
法
協
会
決
議
に
共
通
し
て
存
在
す
る
夫
妾
関
係
解
消
に
関
す
る
問
題
を
具
体
的
な
分
析
対
象
と
す
る
。
一
　
協
議
上
の
離
婚
に
関
す
る
慣
習
法
の
定
立
過
程
1
　
協
議
上
の
離
婚
に
関
す
る
慣
習
の
成
立
　
従
来
朝
鮮
王
朝
時
代
に
お
け
る
離
婚
関
連
の
法
制
（
伝
統
法
、
以
下
同
）
に
は
、
妻
の
離
出
（
追
い
出
し
）
に
関
す
る
「
七
去
三
不
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
去
制
」
が
あ
り
、
夫
に
非
行
が
あ
っ
て
も
妻
お
よ
び
妻
家
か
ら
離
婚
を
請
求
す
る
こ
と
は
道
義
に
反
す
る
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
夫
の
一
方
的
な
意
思
に
よ
る
「
専
権
離
婚
」
の
慣
習
の
み
が
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、
離
婚
は
当
事
者
の
意
思
と
は
無
関
係
に
、
そ
の
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（
3
0
）
直
系
尊
属
で
あ
る
「
主
婚
者
」
の
意
思
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
他
に
法
を
も
っ
て
行
な
う
「
義
絶
」
と
い
う
強
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
制
離
婚
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
協
議
上
の
離
婚
に
関
し
て
見
れ
ば
、
「
大
明
律
戸
律
婚
姻
出
妻
」
の
条
に
「
若
夫
妻
不
相
和
僧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
而
両
願
離
者
不
座
下
」
と
あ
り
、
夫
婦
間
の
不
和
を
理
由
と
し
た
当
事
者
双
方
の
願
い
に
よ
る
、
つ
ま
り
協
議
に
よ
る
離
婚
を
許
容
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
る
法
制
が
存
在
し
、
ま
た
「
事
情
罷
議
」
と
い
う
制
度
が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
法
制
上
に
許
容
さ
れ
た
協
議
上
の
離
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
婚
は
特
殊
例
外
的
な
も
の
で
あ
り
、
一
般
慣
習
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
協
議
上
の
離
婚
に
関
す
る
一
般
慣
習
が
存
在
し
な
か
っ
た
状
況
か
ら
、
統
監
府
に
よ
る
一
九
〇
八
年
五
月
か
ら
一
九
一
〇
年
八
月
ま
で
の
韓
国
慣
習
調
査
事
業
の
結
果
を
ま
と
め
た
『
慣
習
調
査
報
告
書
』
に
は
、
「
慣
習
二
於
テ
ハ
協
議
離
婚
ヲ
認
メ
ス
」
　
　
　
　
（
3
5
）
と
あ
る
よ
う
に
、
慣
習
上
に
夫
婦
合
意
に
よ
る
協
議
上
の
離
婚
は
存
在
し
な
い
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
見
方
は
、
一
九
一
四
年
三
月
一
一
日
の
京
城
地
方
法
院
長
（
裁
判
所
長
）
の
照
会
に
対
す
る
同
年
四
月
九
日
の
政
務
総
監
の
回
答
に
お
い
て
も
、
植
民
地
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
鮮
に
は
協
議
上
の
離
婚
慣
習
は
存
在
し
な
い
も
の
と
す
る
見
方
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。
　
と
こ
ろ
が
、
翌
一
九
一
五
年
四
月
六
日
の
京
城
覆
審
法
院
民
事
第
一
部
裁
判
長
の
照
会
に
対
す
る
同
一
九
日
の
政
務
総
監
の
回
答
は
、
「
朝
鮮
二
於
テ
ハ
夫
婦
力
協
議
ノ
上
離
婚
ヲ
為
ス
場
合
二
夫
ノ
父
母
ア
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
同
意
ヲ
得
ル
コ
ト
ヲ
要
シ
年
齢
及
行
為
能
力
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
如
何
ヲ
問
フ
コ
ト
ナ
シ
然
レ
ト
モ
妻
ノ
父
母
ノ
同
意
ヲ
得
ル
コ
ト
ヲ
要
セ
ス
」
と
し
、
明
ら
か
に
協
議
上
の
離
婚
慣
習
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
要
件
の
ひ
と
つ
と
し
て
夫
の
父
母
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
こ
こ
に
、
協
議
上
の
離
婚
慣
習
が
存
在
す
る
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
き
の
協
議
上
の
離
婚
慣
習
の
不
在
と
い
う
回
答
か
ら
わ
ず
か
〒
年
ぶ
り
の
変
化
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
変
化
に
つ
い
て
は
こ
ん
に
ち
、
冒
頭
の
「
法
認
論
」
に
お
い
て
、
そ
の
背
景
に
当
時
の
韓
国
・
植
民
地
朝
鮮
社
会
の
変
化
に
よ
る
慣
習
の
自
生
的
な
変
化
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
新
慣
習
が
朝
鮮
総
督
府
の
慣
習
政
策
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
し
て
　
　
　
　
　
（
3
8
）
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
以
上
の
よ
う
な
経
過
を
辿
っ
て
、
協
議
上
の
離
婚
は
慣
習
と
し
て
の
存
在
を
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
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2
　
協
議
上
の
離
婚
の
要
件
　
協
議
上
の
離
婚
慣
習
の
存
在
を
認
め
た
あ
と
の
経
過
を
見
る
と
、
ま
ず
一
九
一
五
年
五
月
一
日
の
京
城
地
方
法
院
長
の
照
会
に
対
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
る
同
年
六
月
四
日
の
政
務
総
監
の
回
答
が
あ
げ
ら
れ
る
。
照
会
の
内
容
は
、
「
両
班
」
の
正
妻
が
無
断
に
家
出
を
し
、
所
在
不
明
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
が
経
過
し
た
た
め
、
夫
は
離
婚
手
続
を
せ
ず
再
嬰
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
後
に
妻
が
戻
っ
て
き
た
。
こ
の
場
合
、
①
前
妻
と
後
妻
の
う
ち
、
い
ず
れ
が
正
妻
で
あ
る
か
、
②
夫
が
常
民
の
時
の
慣
習
は
異
な
る
か
、
③
前
妻
の
父
母
に
よ
る
「
婚
書
」
の
夫
家
へ
の
返
還
を
婚
姻
解
消
と
認
め
る
か
否
か
を
問
う
も
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
件
に
対
す
る
政
務
総
監
の
回
答
は
、
夫
が
再
嬰
の
行
為
を
行
な
っ
た
時
点
で
前
妻
と
は
離
婚
し
た
も
の
と
見
る
の
が
慣
習
で
あ
り
、
か
つ
常
民
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
し
た
。
こ
こ
に
、
政
務
総
監
に
よ
る
、
慣
習
宣
言
の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
続
い
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
1
）
同
回
答
は
、
妻
の
父
母
が
「
婚
書
」
を
夫
家
に
返
還
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
妻
の
父
母
は
離
婚
に
同
意
し
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
つ
ま
り
、
協
議
上
の
離
婚
要
件
と
し
て
の
「
夫
婦
の
合
意
」
が
な
く
て
も
、
「
主
婚
者
」
と
し
て
の
妻
の
父
母
に
よ
る
「
婚
書
」
の
返
還
行
為
を
も
っ
て
協
議
上
の
離
婚
が
成
立
し
た
も
の
と
見
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
は
、
従
来
の
慣
習
に
お
け
る
婚
姻
が
、
事
実
主
義
に
基
づ
い
て
お
り
、
官
に
届
出
る
制
度
が
な
く
、
「
婚
書
」
の
交
換
を
含
む
一
連
の
挙
式
（
婚
礼
）
を
も
っ
て
成
立
し
た
こ
と
を
参
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
酌
し
た
判
断
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
以
後
、
こ
の
回
答
内
容
は
↓
九
一
七
年
六
月
二
〇
日
の
京
城
覆
審
法
院
の
判
決
に
直
接
影
響
を
与
え
、
「
従
前
妻
ノ
家
出
後
数
年
ヲ
経
過
ス
ル
モ
所
在
不
明
ナ
ル
ト
キ
ハ
婚
書
ノ
返
還
二
依
リ
離
婚
ヲ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
い
う
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
決
が
く
だ
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
上
記
政
務
総
監
の
回
答
内
容
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
こ
に
協
議
上
の
離
婚
慣
習
に
関
す
る
朝
鮮
総
督
府
政
務
総
監
の
回
答
内
容
が
司
法
の
場
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
例
を
確
認
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岨
）
　
つ
ぎ
に
、
一
九
一
六
年
一
月
一
五
日
の
公
州
地
方
法
院
長
の
照
会
に
対
す
る
同
年
二
月
　
六
日
の
政
務
総
監
の
回
答
が
あ
る
。
照
会
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内
容
は
、
②
協
議
上
の
離
縁
お
よ
び
離
婚
の
効
力
は
、
離
縁
お
よ
び
離
婚
当
事
者
の
合
意
の
契
約
に
よ
っ
て
発
生
す
る
も
の
と
見
る
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
き
か
、
⑤
同
効
力
に
は
、
そ
う
し
た
契
約
の
ほ
か
に
、
当
事
者
一
方
の
「
去
家
」
を
含
め
た
他
の
条
件
の
旦
ハ
備
が
要
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
い
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
す
る
政
務
総
監
の
回
答
は
、
協
議
上
の
離
縁
お
よ
び
離
婚
の
場
合
は
父
母
、
ま
た
は
戸
主
の
同
意
を
要
し
、
そ
の
他
の
慣
習
上
の
手
続
は
必
要
で
な
い
と
し
た
。
こ
こ
で
は
、
協
議
上
の
離
婚
の
要
件
と
し
て
、
「
夫
の
父
母
の
同
意
」
の
ほ
か
に
「
戸
主
の
同
意
」
も
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
一
九
一
八
年
一
月
一
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
の
黄
海
道
長
官
宛
の
司
法
部
長
官
に
よ
る
回
答
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
従
前
ノ
慣
習
ハ
協
議
二
因
ル
離
婚
二
付
テ
モ
戸
主
ノ
同
意
ヲ
要
シ
不
同
意
ノ
場
合
ハ
裁
判
二
依
レ
リ
」
と
し
、
協
議
上
の
離
婚
要
件
の
ひ
と
つ
で
あ
る
コ
　
主
の
同
意
」
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
裁
判
と
い
う
途
が
開
か
れ
、
離
婚
成
立
の
た
め
の
環
境
が
、
よ
り
整
え
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
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3
　
協
議
上
の
離
婚
慣
習
法
の
定
立
　
前
述
一
九
一
五
年
四
月
一
九
日
の
政
務
総
監
の
回
答
に
よ
り
、
協
議
上
の
離
婚
に
夫
の
父
母
の
同
意
を
も
っ
て
足
り
、
妻
の
父
母
の
同
意
を
要
し
な
い
と
す
る
慣
習
と
し
て
認
め
ら
れ
た
事
項
は
、
一
九
一
八
年
一
月
二
八
日
の
黄
海
道
長
官
の
伺
い
に
対
す
る
同
年
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
、
　
・
　
・
五
日
の
司
法
部
長
官
の
回
答
で
、
「
今
日
二
於
テ
モ
其
儘
公
序
良
俗
二
反
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
慣
習
法
タ
ル
効
力
ヲ
有
」
（
傍
点
、
引
用
者
）
す
る
と
さ
れ
、
慣
習
法
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
で
、
慣
習
に
法
的
効
力
を
与
え
る
根
拠
に
、
つ
ま
り
慣
習
法
と
し
て
認
め
る
根
拠
に
、
「
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
」
と
い
う
理
由
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
協
議
上
の
離
婚
慣
習
の
法
認
化
に
「
公
序
良
俗
」
と
い
う
概
念
が
ひ
と
つ
の
基
準
、
あ
る
い
は
尺
度
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
、
冒
頭
の
「
形
成
論
」
に
お
け
る
「
公
の
秩
序
」
概
念
と
同
様
の
作
用
原
理
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
う
し
て
協
議
上
の
離
婚
に
慣
習
法
と
し
て
の
効
力
が
行
政
の
場
で
認
め
ら
れ
た
あ
と
、
同
じ
く
一
九
一
八
年
四
月
＝
日
に
は
京
城
覆
審
法
院
に
お
い
て
、
「
朝
鮮
ノ
慣
習
二
依
レ
ハ
夫
婦
ハ
夫
ノ
父
母
ノ
同
意
ニ
ヨ
リ
協
議
上
ノ
離
婚
ヲ
為
シ
得
ヘ
ク
」
と
す
る
判
決
が
下
さ
鶏
・
こ
れ
に
よ
り
協
議
上
の
離
婚
慣
習
法
は
司
法
の
場
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
に
至
・
た
。
さ
ら
に
、
・
の
・
と
は
三
年
後
の
一
九
二
一
年
八
月
に
は
、
従
来
の
制
度
・
慣
習
・
風
俗
を
参
酌
し
た
法
令
お
よ
び
「
施
設
」
（
原
文
ど
お
り
）
の
可
否
を
審
議
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
一
九
二
一
年
四
月
に
朝
鮮
総
督
府
中
枢
院
に
設
け
ら
れ
た
「
旧
慣
及
制
度
調
査
委
ロ
貝
会
」
の
決
議
に
お
い
て
再
確
認
さ
鶏
・
そ
こ
で
は
・
朝
鮮
ノ
慣
習
ニ
テ
ハ
（
中
略
）
夫
婦
ノ
協
議
二
因
ル
讐
二
付
テ
ハ
梢
ヤ
明
確
・
歓
ク
ト
雌
敢
テ
之
ヲ
　
　
　
　
　
（
5
0
）
認
メ
サ
ル
ニ
非
ス
」
と
さ
れ
た
。
上
記
回
答
お
よ
び
判
決
を
裏
打
ち
す
る
形
で
、
協
議
上
の
離
婚
の
慣
習
法
が
存
在
す
る
と
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
て
協
議
上
の
離
婚
が
慣
習
法
と
し
て
認
定
さ
れ
た
後
に
お
け
る
経
過
を
見
る
と
、
ま
ず
一
九
二
一
年
一
二
月
二
三
日
に
高
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
法
院
は
「
従
前
夫
ノ
親
ノ
喪
中
離
婚
ヲ
許
サ
サ
ル
慣
習
ナ
シ
」
と
し
、
夫
の
親
の
喪
中
に
お
い
て
さ
え
協
議
上
の
離
婚
が
可
能
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
と
判
示
し
た
。
つ
ぎ
に
、
一
九
二
二
年
九
月
一
九
日
の
公
州
地
方
法
院
の
照
会
に
対
す
る
同
年
一
〇
月
一
二
日
の
政
務
総
監
の
回
答
は
、
協
議
上
の
離
婚
の
効
果
に
つ
い
て
示
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
夫
が
実
家
に
帰
養
中
の
妻
に
対
し
て
理
由
な
く
離
婚
状
を
送
り
つ
け
、
妻
の
所
持
品
も
返
還
し
た
が
、
そ
れ
に
対
す
る
妻
か
ら
の
異
議
が
な
く
、
そ
の
ま
ま
六
ヶ
月
以
上
過
ぎ
た
と
し
て
も
、
妻
が
離
婚
承
諾
の
意
思
を
示
し
て
い
な
け
れ
ば
、
慣
習
上
に
離
婚
の
効
力
は
生
じ
な
い
と
さ
れ
た
。
妻
の
離
婚
承
諾
が
な
い
場
合
、
つ
ま
り
協
議
上
の
離
婚
要
件
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
夫
婦
の
合
意
」
が
な
い
場
合
、
離
婚
の
効
果
は
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
さ
き
の
、
妻
の
行
方
不
明
に
よ
り
、
協
議
上
の
離
婚
要
件
で
あ
る
「
夫
婦
の
合
意
」
が
得
ら
れ
な
く
て
も
、
「
婚
書
」
の
返
還
に
よ
っ
て
協
議
上
の
離
婚
が
可
能
で
あ
る
と
し
た
、
一
連
の
政
務
総
監
の
回
答
お
よ
び
京
城
覆
審
法
院
判
決
と
は
相
反
す
る
見
解
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
両
者
の
相
異
は
、
両
者
と
も
慣
習
法
上
の
統
一
性
や
整
合
性
よ
り
も
、
従
来
の
一
方
的
な
離
出
か
ら
妻
を
保
護
す
る
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
。
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そ
の
後
、
前
述
一
九
二
二
年
一
二
月
に
「
朝
鮮
民
事
令
」
第
一
一
条
の
第
二
次
改
正
に
際
し
、
同
条
に
「
分
家
、
絶
家
再
興
、
婚
姻
、
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
協
議
上
の
離
婚
、
縁
組
及
協
議
上
ノ
離
縁
ハ
之
ヲ
府
サ
又
ハ
面
長
二
届
出
ツ
ル
ニ
因
リ
テ
其
ノ
効
力
ヲ
生
ス
」
（
傍
点
引
用
者
）
と
す
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
る
明
文
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
協
議
上
の
離
婚
慣
習
法
は
事
実
主
義
か
ら
届
出
主
義
へ
と
転
換
す
る
こ
と
に
な
り
、
事
実
上
の
協
議
上
の
離
婚
は
官
に
届
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
協
議
上
の
離
婚
慣
習
法
は
、
そ
の
定
立
過
程
に
お
け
る
初
期
的
形
成
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
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二
　
協
議
上
の
離
婚
慣
習
に
関
す
る
高
等
法
院
判
決
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
1
　
夫
婦
同
居
請
求
に
関
す
る
裁
判
（
一
九
一
一
一
年
一
二
月
＝
一
一
日
の
判
決
）
　
（
一
）
　
事
件
の
概
要
　
被
上
告
人
（
金
姓
女
）
は
一
九
一
〇
年
四
月
か
ら
上
告
人
（
金
股
圭
）
の
妾
と
な
り
、
一
九
一
一
年
二
月
に
女
子
を
出
産
し
生
活
し
て
い
た
が
、
上
告
人
の
虐
待
を
理
由
と
し
て
同
年
七
月
に
上
告
人
家
を
立
ち
去
っ
た
た
め
、
上
告
人
は
同
居
請
求
の
訴
を
提
起
し
た
。
こ
の
件
は
、
控
訴
審
（
京
城
覆
審
法
院
）
で
、
夫
妻
関
係
が
「
人
倫
大
本
」
と
し
て
普
く
法
規
で
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
は
異
な
り
、
夫
妾
関
係
は
「
倫
常
の
変
則
」
で
あ
る
た
め
、
そ
の
関
係
消
滅
に
は
夫
妻
関
係
の
よ
う
に
「
厳
重
鄭
重
」
の
手
続
を
要
し
な
い
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
正
常
な
事
由
が
あ
る
か
ぎ
り
、
夫
妾
関
係
は
当
事
者
一
方
の
単
独
意
思
で
自
由
に
解
消
で
き
、
あ
え
て
裁
判
上
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
「
離
異
」
請
求
を
要
し
な
い
の
が
慣
習
で
あ
る
と
さ
れ
、
同
居
請
求
は
不
当
で
あ
る
と
言
い
渡
さ
れ
た
。
　
そ
れ
に
対
す
る
高
等
法
院
で
の
上
告
人
の
答
弁
は
、
夫
妻
関
係
が
普
く
法
規
で
承
認
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
く
、
夫
妾
関
係
も
一
般
の
法
規
．
典
礼
で
普
く
認
め
ら
れ
て
お
り
、
夫
妾
関
係
が
夫
妻
関
係
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
夫
妾
関
係
の
消
滅
に
も
夫
妻
関
係
の
よ
う
に
協
議
上
・
裁
判
上
の
「
離
異
」
手
続
が
必
要
で
あ
り
、
当
事
者
一
方
の
単
独
意
思
に
よ
る
自
由
な
関
係
解
消
を
認
め
な
い
の
が
従
来
の
慣
習
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
控
訴
審
で
は
、
古
来
妾
が
一
種
特
別
の
身
分
で
あ
り
、
さ
ら
に
法
律
関
係
に
お
い
て
は
妻
に
準
じ
て
き
た
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
の
「
離
異
」
に
つ
い
て
だ
け
は
「
厳
重
鄭
重
」
な
手
続
を
要
し
な
い
と
し
た
こ
と
は
、
従
来
の
法
理
に
背
向
き
、
か
つ
顕
著
な
慣
習
を
捨
て
て
反
対
の
新
慣
習
を
認
め
た
不
法
判
決
で
あ
る
と
し
た
。
　
こ
れ
に
対
す
る
高
等
法
院
の
判
決
は
、
前
審
同
様
、
夫
妾
関
係
は
当
事
者
一
方
の
単
独
意
思
に
よ
っ
て
い
つ
で
も
自
由
に
解
消
で
き
、
し
た
が
っ
て
裁
判
上
の
「
離
異
」
請
求
は
不
要
で
あ
る
と
す
る
慣
習
を
認
め
る
と
し
た
。
ま
た
、
被
上
告
人
が
虐
待
を
理
由
に
、
夫
妾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
関
係
を
離
脱
し
よ
う
と
し
た
意
思
表
示
を
も
っ
て
上
告
人
方
を
立
ち
去
っ
た
事
実
を
認
め
る
と
し
、
上
告
を
棄
却
し
た
。
　
（
二
）
　
協
議
上
の
離
婚
と
夫
妾
関
係
の
解
消
　
祖
先
崇
拝
と
祭
祀
相
続
を
重
視
し
た
朝
鮮
王
朝
時
代
に
お
け
る
夫
妾
関
係
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
宗
法
制
の
影
響
か
ら
祭
祀
相
続
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
後
継
者
獲
得
の
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
妻
に
子
が
無
い
場
合
に
妾
を
置
く
こ
と
が
社
会
的
に
、
慣
習
上
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
妾
に
つ
い
て
は
、
統
監
府
時
代
の
一
九
〇
九
年
三
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
戸
籍
法
で
あ
る
「
民
籍
法
」
に
よ
っ
て
法
的
地
位
が
与
え
ら
（
5
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
、
妾
を
夫
の
家
族
と
し
て
編
入
し
、
れ
た
。
そ
こ
で
は
民
籍
の
記
載
順
を
「
妾
は
妻
に
順
ず
」
（
「
民
籍
法
施
行
心
得
」
第
三
条
）
そ
の
地
位
を
法
律
上
に
公
認
し
た
の
で
あ
る
。
上
告
人
の
答
弁
は
、
こ
の
よ
う
に
夫
妻
関
係
も
夫
妾
関
係
も
夫
婦
関
係
と
し
て
見
倣
さ
れ
て
い
た
当
時
の
社
会
に
お
け
る
慣
習
上
・
法
制
上
の
事
実
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
ま
た
、
「
民
籍
法
」
第
三
条
に
は
、
「
婚
姻
、
離
婚
、
養
子
及
罷
養
（
離
縁
、
引
用
者
）
ノ
申
告
ハ
実
家
ノ
戸
主
ノ
連
署
ヲ
以
テ
之
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）
為
ス
ヘ
シ
但
シ
連
署
ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
申
告
書
二
其
旨
ヲ
附
記
ス
ヘ
シ
」
と
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
さ
き
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
婚
姻
お
よ
び
離
婚
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
合
致
よ
り
も
、
「
主
婚
者
」
の
意
思
決
定
を
重
視
し
て
い
た
従
来
の
慣
習
を
反
映
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し
、
「
縁
事
事
項
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
離
婚
の
際
に
は
、
実
家
の
戸
主
の
連
署
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
上
告
人
が
夫
妻
関
係
と
同
様
の
離
婚
手
続
を
夫
妾
関
係
に
も
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
規
定
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
じ
た
が
っ
て
、
「
民
籍
法
」
第
三
条
の
手
続
を
経
て
い
な
い
上
告
人
と
被
上
告
人
と
の
間
に
は
ま
だ
協
議
上
の
離
婚
は
成
立
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
上
告
人
の
被
上
告
人
に
対
す
る
同
居
請
求
の
権
利
が
存
在
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
控
訴
審
と
上
告
審
は
と
も
に
夫
妾
関
係
を
夫
妻
関
係
と
同
一
の
も
の
と
は
認
め
ず
、
し
た
が
っ
て
夫
妾
関
係
の
「
離
異
」
に
は
何
ら
手
続
を
要
せ
ず
、
当
事
者
一
方
の
意
思
に
よ
っ
て
自
由
に
解
消
で
き
る
の
が
慣
習
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
上
告
人
と
、
控
訴
審
お
よ
び
上
告
審
は
、
各
々
の
主
張
の
根
拠
を
同
じ
く
慣
習
に
求
め
て
い
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
が
、
妾
を
め
ぐ
る
慣
習
の
あ
り
方
に
対
す
る
見
解
は
異
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
前
者
の
主
張
す
る
慣
習
を
旧
慣
習
、
後
者
の
そ
れ
を
新
慣
習
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
（
6
1
）
る
が
、
妾
制
に
限
っ
て
言
え
ば
、
後
者
は
妾
制
関
連
の
新
慣
習
を
主
張
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
妾
制
の
慣
習
を
廃
止
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
　
以
上
の
司
法
の
場
に
お
け
る
判
決
の
あ
と
、
一
九
｝
五
年
八
月
七
日
の
官
通
牒
第
二
四
〇
号
の
「
一
九
、
妾
二
関
ス
ル
事
項
」
に
お
（
6
2
）
い
て
、
「
妾
ノ
入
籍
ノ
申
告
ハ
之
ヲ
受
理
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
」
と
し
、
妾
の
民
籍
へ
の
記
載
を
否
定
し
、
行
政
の
場
に
お
い
て
も
妾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）
制
を
認
め
な
い
と
す
る
措
置
が
取
ら
れ
た
。
し
か
し
、
続
け
て
「
但
シ
既
二
受
理
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
従
前
通
リ
其
ノ
取
扱
ヲ
為
ス
ヘ
キ
コ
ト
」
と
さ
れ
、
す
で
に
夫
の
民
籍
に
記
載
さ
れ
た
妾
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
に
取
扱
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
後
も
従
前
の
妾
身
分
は
存
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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2
　
民
籍
抹
消
手
続
履
行
請
求
に
関
す
る
裁
判
　
（
一
）
　
事
件
の
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）
（一
繹
鼈
鼈
齡
N
九
月
二
〇
日
の
判
決
）
　
上
告
人
（
控
訴
人
）
聞
泳
采
は
被
上
告
人
（
被
控
訴
人
）
安
貞
淑
と
の
間
の
夫
妾
関
係
を
解
消
す
べ
く
、
民
籍
に
入
籍
し
て
い
る
妾
（
被
上
告
人
）
を
「
離
異
」
し
、
除
籍
し
よ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
妾
は
前
述
官
通
牒
第
二
四
〇
号
施
行
以
前
に
民
籍
記
載
さ
れ
て
い
た
た
め
、
前
述
「
民
籍
法
」
第
三
条
に
従
い
、
妾
の
実
家
の
戸
主
の
連
署
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
本
件
は
、
上
告
人
が
、
そ
う
し
た
戸
主
の
い
な
い
被
上
告
人
に
対
し
て
本
人
の
連
署
を
求
め
た
が
、
被
上
告
人
が
そ
れ
に
応
じ
な
い
た
め
、
そ
れ
を
要
求
す
る
訴
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
審
で
「
案
ス
ル
ニ
夫
妾
関
係
ハ
当
事
者
一
方
ノ
離
別
ノ
意
思
表
示
二
因
リ
解
消
シ
之
力
除
籍
ノ
手
続
ハ
夫
ノ
戸
主
ヨ
リ
其
届
出
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
足
リ
妾
ノ
連
署
ヲ
必
要
ト
セ
ス
従
テ
被
控
訴
人
本
訴
ノ
請
求
ハ
何
等
法
律
上
ノ
利
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）
益
ナ
キ
モ
ノ
ト
謂
フ
ヘ
ク
之
ヲ
認
容
シ
タ
ル
原
判
決
ハ
失
当
ト
ス
」
と
判
示
さ
れ
た
た
め
、
上
告
人
は
高
等
法
院
に
上
告
し
た
。
　
上
告
審
に
お
け
る
上
告
人
の
答
弁
は
、
第
一
に
、
妾
は
妻
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
妾
の
除
籍
の
場
合
は
妻
の
除
籍
の
時
と
同
じ
く
、
「
民
籍
法
」
第
三
条
に
よ
っ
て
処
理
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
第
二
に
、
た
と
え
妾
は
「
民
籍
法
」
に
準
じ
な
い
と
し
て
も
、
夫
の
籍
か
ら
妾
を
除
く
場
合
は
、
実
家
に
復
籍
す
る
か
、
あ
る
い
は
一
家
創
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、
実
家
の
戸
主
の
承
諾
と
無
関
係
に
行
な
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
実
際
に
民
籍
官
庁
は
、
実
家
の
戸
主
、
ま
た
は
妻
本
人
の
連
署
が
な
け
れ
ば
除
籍
で
き
な
い
と
し
て
い
る
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
被
上
告
人
に
対
し
、
連
署
を
請
求
し
た
上
告
人
を
敗
訴
さ
せ
た
原
審
は
、
不
法
判
決
で
あ
る
と
し
た
。
　
こ
れ
に
対
し
て
高
等
法
院
は
つ
ぎ
の
と
お
り
に
答
え
、
上
告
を
棄
却
し
た
。
＝
、
夫
妾
関
係
ノ
解
消
ヲ
申
告
ス
ル
ニ
当
リ
テ
ハ
夫
ノ
家
ノ
戸
主
ヨ
リ
其
申
告
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
足
リ
妾
ノ
実
家
ノ
戸
主
又
ハ
妾
ノ
連
署
ヲ
必
要
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
。
二
、
朝
鮮
人
間
二
於
ケ
ル
夫
妾
ノ
関
係
ハ
当
事
者
一
方
ノ
意
思
表
示
二
因
リ
何
時
ニ
テ
モ
自
由
二
解
消
シ
得
ル
モ
ノ
ト
ス
。
三
、
夫
妾
関
係
解
消
ノ
意
思
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）
示
二
因
リ
妾
ハ
妾
タ
ル
身
分
ヲ
喪
失
シ
当
然
実
家
二
復
帰
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
。
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（
二
）
　
棄
却
理
由
に
見
ら
れ
る
法
理
　
上
記
高
等
法
院
の
判
決
で
、
④
夫
妾
関
係
解
消
の
届
出
は
夫
家
の
戸
主
が
行
な
う
こ
と
で
足
り
る
と
し
た
の
は
、
「
民
籍
法
」
第
二
条
「
申
告
義
務
者
は
（
中
略
）
婚
姻
及
離
婚
の
場
合
は
婚
家
の
戸
主
」
で
あ
る
と
し
た
規
定
に
穐
・
夫
婦
関
係
の
解
消
（
離
婚
）
に
お
け
る
妻
規
定
を
妾
に
適
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
◎
夫
妾
関
係
の
解
消
は
当
事
者
一
方
の
意
思
表
示
に
よ
っ
て
い
つ
で
も
自
由
に
で
き
る
と
し
た
の
は
、
前
例
の
「
夫
婦
同
居
請
求
に
関
す
る
裁
判
」
に
お
け
る
高
等
法
院
の
判
決
と
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
民
籍
法
」
上
の
夫
婦
関
係
の
解
消
に
お
け
る
妻
規
定
を
、
妾
に
適
用
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
⑳
夫
妾
関
係
の
解
消
に
よ
っ
て
妾
の
身
分
を
失
っ
た
妾
は
実
家
に
復
帰
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
の
は
、
前
述
官
通
牒
第
二
四
〇
号
の
「
九
、
離
婚
二
関
ス
ル
事
項
」
に
「
妻
力
離
婚
二
因
リ
其
ノ
実
家
二
復
籍
ス
ヘ
キ
場
合
二
於
テ
実
家
既
二
絶
ヘ
タ
ル
為
親
族
ノ
家
二
入
ラ
ム
（
中
略
）
若
親
族
ノ
家
二
入
ル
コ
ト
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
一
家
創
立
ノ
申
告
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
」
と
し
た
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
、
妻
規
定
を
妾
に
適
用
し
て
い
た
。
加
え
て
、
高
等
法
院
は
同
裁
判
の
判
決
要
旨
に
お
い
て
、
㊤
離
婚
の
届
出
は
実
家
戸
主
の
連
署
を
も
っ
て
行
な
う
べ
き
で
あ
る
と
し
た
前
述
の
「
民
籍
法
」
第
三
条
に
つ
い
て
は
、
そ
の
法
意
か
ら
し
て
本
件
夫
妾
関
係
の
解
消
に
は
実
家
戸
主
の
連
署
は
必
要
で
　
　
　
（
6
9
）
な
い
と
し
た
。
同
条
の
妻
規
定
を
妾
に
適
用
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
同
条
は
、
「
民
籍
法
」
が
慣
習
を
反
映
し
た
規
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
否
定
し
た
こ
と
は
、
高
等
法
院
が
、
「
縁
事
事
項
」
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
合
致
よ
り
も
「
主
婚
者
」
の
意
思
決
定
を
重
視
し
て
い
た
旧
慣
習
を
、
明
確
に
否
定
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
高
等
法
院
は
、
「
民
籍
法
」
と
官
通
牒
第
二
四
〇
号
に
定
め
ら
れ
た
夫
婦
関
係
の
解
消
に
お
け
る
妻
規
定
を
、
妾
に
適
用
し
た
り
、
あ
る
い
は
排
斥
し
た
り
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
う
し
た
高
等
法
院
の
意
図
は
明
ら
か
に
夫
妾
関
係
の
解
消
を
容
易
に
さ
せ
、
妾
制
の
廃
止
を
は
か
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
司
法
上
の
判
断
は
、
上
告
人
の
上
告
理
由
に
あ
っ
た
夫
妾
関
係
解
消
後
の
妾
の
実
家
へ
の
復
籍
、
あ
る
い
は
｝
家
創
立
の
際
に
、
実
家
の
戸
主
ま
た
は
本
人
の
連
署
を
必
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要
と
し
て
い
た
民
籍
官
庁
と
の
間
に
齪
擁
を
来
た
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
裁
判
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ま
さ
し
く
本
件
は
そ
う
し
た
齪
擁
の
た
め
に
提
起
さ
れ
た
三
　
協
議
上
の
離
婚
慣
習
に
関
す
る
司
法
協
会
決
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）
1
　
夫
妾
関
係
解
消
の
申
告
に
関
す
る
件
（
一
九
二
一
二
年
七
月
七
日
の
決
議
）
　
（
一
）
　
問
題
の
所
在
と
決
議
内
容
　
司
法
協
会
会
員
で
あ
る
釜
山
地
方
法
院
馬
山
支
庁
の
閾
泳
宇
は
、
夫
妾
関
係
の
解
消
と
関
連
し
、
民
籍
取
扱
上
の
統
一
を
は
か
る
必
要
性
か
ら
、
司
法
協
会
の
見
解
を
求
め
て
き
た
。
上
記
の
司
法
と
行
政
の
間
の
齪
齪
が
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
民
籍
取
扱
上
に
混
乱
が
生
じ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
協
議
上
の
離
婚
は
府
ヂ
ま
た
は
面
長
に
届
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
を
生
じ
る
と
定
め
た
「
朝
鮮
民
事
令
」
第
＝
条
の
第
二
次
改
正
の
施
行
を
前
後
し
、
夫
妾
関
係
解
消
の
届
出
に
関
す
る
司
法
協
会
の
決
議
が
求
め
ら
れ
た
と
考
え
る
。
　
こ
の
件
に
対
す
る
、
つ
ま
り
夫
妾
関
係
解
消
の
申
告
に
対
す
る
司
法
協
会
の
決
議
は
、
「
夫
妾
関
係
ノ
解
消
ハ
当
事
者
ノ
何
レ
ヨ
リ
モ
其
ノ
旨
ノ
届
出
ヲ
為
シ
得
ヘ
ク
之
ヲ
受
理
セ
シ
府
サ
又
ハ
面
長
ハ
当
然
妾
ノ
属
セ
シ
家
ノ
戸
籍
ヨ
リ
妾
ヲ
除
籍
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
と
す
る
も
の
で
あ
・
．
規
・
以
前
婚
家
（
夫
家
）
の
戸
主
が
為
す
べ
き
と
し
て
い
た
夫
妾
関
係
解
消
の
届
出
を
、
夫
妾
関
係
当
事
者
の
い
ず
れ
か
ら
も
為
す
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
理
し
た
担
当
行
政
官
が
除
籍
処
理
す
る
よ
う
に
し
、
夫
妾
関
係
の
解
消
を
容
易
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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（
二
）
　
決
議
内
容
に
お
け
る
法
理
　
夫
妾
関
係
お
よ
び
妾
制
関
連
法
規
で
あ
る
前
述
の
「
民
籍
法
」
と
官
通
牒
第
二
四
〇
号
に
対
す
る
、
司
法
協
会
の
見
解
を
見
る
こ
と
か
ら
は
じ
あ
る
。
第
一
に
、
「
民
籍
法
」
が
、
当
事
者
で
は
な
く
婚
家
の
戸
主
を
婚
姻
お
よ
び
離
婚
の
届
出
者
と
し
て
規
定
し
た
こ
と
に
対
し
て
司
法
協
会
は
、
「
縁
事
事
項
」
の
当
事
者
よ
り
も
「
主
婚
者
」
の
意
思
決
定
を
重
視
し
て
い
た
従
来
の
慣
習
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
。
そ
う
し
た
司
法
協
会
の
見
解
か
ら
は
、
③
前
述
一
九
一
五
年
六
月
四
日
の
政
務
総
監
回
答
と
、
⑤
妻
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
の
離
婚
は
「
主
婚
者
」
で
あ
る
妻
の
父
母
が
「
婚
書
」
を
夫
家
へ
返
還
し
た
こ
と
を
も
っ
て
成
立
す
る
と
し
た
、
一
九
一
七
年
六
月
二
〇
日
の
京
城
覆
審
法
院
の
判
断
は
、
慣
習
の
反
映
と
い
う
意
味
で
「
民
籍
法
」
と
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
第
二
に
、
官
通
牒
第
二
四
〇
号
が
、
妾
の
入
籍
受
理
を
禁
止
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
以
前
に
民
籍
登
録
が
済
ん
だ
妾
に
つ
い
て
は
従
前
ど
お
り
に
取
扱
う
と
し
た
措
置
に
対
す
る
、
司
法
協
会
の
見
解
で
あ
る
。
司
法
協
会
は
、
そ
う
し
た
措
置
は
、
妾
制
を
保
持
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
法
令
の
変
化
に
伴
う
混
乱
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
た
。
　
第
三
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
朝
鮮
民
事
令
」
第
＝
条
の
第
二
次
改
正
と
と
も
に
、
「
民
籍
法
」
に
代
わ
っ
て
新
し
く
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
「
朝
鮮
戸
籍
令
」
に
対
す
る
、
司
法
協
会
の
見
解
で
あ
る
。
同
戸
籍
令
の
第
＝
二
二
条
で
、
「
従
前
ノ
規
定
二
依
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）
民
籍
ハ
本
令
二
依
ル
戸
籍
ト
シ
テ
其
ノ
効
力
ヲ
有
ス
」
と
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
き
、
従
前
の
妾
身
分
が
引
続
き
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
点
に
対
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
捉
え
た
。
司
法
協
会
は
妾
身
分
の
民
法
上
の
取
扱
に
重
点
を
置
き
、
日
本
の
「
民
法
施
行
法
」
第
六
二
条
の
、
「
民
法
施
行
ノ
際
家
族
タ
ル
者
ハ
民
法
ノ
規
定
ニ
ヨ
レ
ハ
家
族
タ
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
者
卜
錐
モ
之
ヲ
家
族
ト
ス
。
家
族
ハ
民
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）
施
行
ノ
日
ヨ
リ
民
法
ノ
規
定
二
従
ヒ
テ
戸
主
権
二
服
ス
」
と
い
う
規
定
と
同
じ
く
解
釈
し
た
。
つ
ま
り
、
現
実
に
夫
妾
関
係
が
存
在
す
る
間
は
、
妾
を
従
前
の
家
族
と
し
て
取
扱
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
日
本
法
を
借
り
て
朝
鮮
の
慣
習
を
解
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釈
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
植
民
地
朝
鮮
の
慣
習
法
が
日
本
法
の
方
向
を
指
向
し
て
い
た
要
因
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
上
記
「
朝
鮮
民
事
令
」
第
＝
条
の
第
二
次
改
正
で
、
婚
姻
お
よ
び
離
婚
は
府
ヂ
ま
た
は
面
長
に
届
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
を
生
じ
る
と
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
実
体
法
規
の
主
義
の
変
遷
に
伴
い
、
身
分
登
録
方
法
に
も
差
異
を
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
「
朝
鮮
戸
籍
令
」
で
は
、
婚
姻
お
よ
び
離
婚
の
届
出
義
務
者
が
従
来
の
「
主
婚
者
」
と
し
て
の
婚
家
の
戸
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴨
）
か
ら
、
婚
姻
お
よ
び
離
婚
の
当
事
者
双
方
へ
と
変
更
さ
れ
た
（
同
令
第
八
四
、
第
八
七
条
）
。
抽
象
的
身
分
実
体
法
と
し
て
の
民
法
の
役
割
を
果
た
す
「
朝
鮮
民
事
令
」
の
改
正
と
、
そ
れ
を
表
現
す
る
た
め
の
手
続
法
と
し
て
の
戸
籍
法
の
役
割
を
果
た
す
「
朝
鮮
戸
籍
令
」
に
お
い
て
、
以
上
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
結
果
、
前
述
の
官
通
牒
第
二
四
〇
号
に
よ
っ
て
法
律
外
に
お
か
れ
た
妾
に
関
す
る
実
際
問
題
と
し
て
、
そ
の
身
分
登
録
に
つ
い
て
も
改
め
て
考
え
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
　
こ
れ
に
つ
い
て
司
法
協
会
は
、
ま
ず
、
そ
れ
ま
で
は
夫
妾
関
係
の
解
消
に
当
事
者
双
方
の
意
思
の
合
致
が
必
要
で
な
い
と
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
し
く
施
行
さ
れ
る
「
朝
鮮
戸
籍
令
」
に
よ
り
、
そ
の
届
出
の
み
は
双
方
が
為
す
べ
き
と
す
る
の
は
、
不
合
理
で
あ
る
と
見
た
。
つ
ま
り
、
前
述
の
一
九
一
二
年
一
二
月
＝
二
日
の
「
夫
婦
同
居
請
求
に
関
す
る
裁
判
」
に
お
け
る
高
等
法
院
の
判
決
以
来
、
夫
妾
関
係
の
解
消
は
当
事
者
一
方
の
単
独
意
思
に
よ
っ
て
い
つ
で
も
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
上
記
「
朝
鮮
戸
籍
令
」
の
規
定
が
準
用
で
き
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
司
法
協
会
は
、
今
後
夫
妾
関
係
の
解
消
に
お
い
て
は
・
当
薯
が
そ
れ
ぞ
れ
の
届
出
を
為
し
得
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
蟹
示
」
廼
・
し
た
が
・
て
、
夫
妾
関
係
の
解
消
に
よ
る
戸
籍
上
の
届
出
は
、
当
事
者
の
い
ず
れ
よ
り
も
可
能
で
あ
り
、
当
然
そ
れ
を
受
理
し
た
府
ヂ
ま
た
は
面
長
は
妾
の
属
す
る
家
の
戸
籍
か
ら
妾
を
除
籍
す
べ
き
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
た
だ
し
、
そ
の
解
消
事
実
が
「
朝
鮮
戸
籍
令
」
の
施
行
以
前
に
発
生
し
た
場
合
は
、
同
令
第
一
二
九
条
の
「
本
令
施
行
前
生
シ
タ
ル
事
項
ノ
申
告
又
ハ
届
出
二
関
シ
テ
ハ
従
前
ノ
規
定
二
依
ル
」
に
よ
り
、
従
来
ど
お
り
に
妾
が
属
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）
る
家
の
戸
主
が
申
告
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
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以
上
の
よ
う
に
、
司
法
協
会
は
、
新
し
く
施
行
さ
れ
る
関
連
法
令
に
合
わ
せ
、
改
め
て
妾
の
身
分
登
録
方
法
に
つ
い
て
対
策
を
講
じ
る
と
同
時
に
、
旧
慣
習
は
「
社
会
の
進
歩
と
風
教
の
発
達
」
に
伴
い
「
自
ら
変
転
」
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
も
夫
妾
関
係
は
「
公
序
良
俗
」
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
て
い
た
。
加
え
て
、
朝
鮮
人
の
間
の
「
慣
習
の
趨
移
」
も
、
妾
を
妻
と
同
視
す
る
観
念
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
次
第
に
否
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
て
い
た
。
こ
こ
に
、
時
代
と
社
会
の
変
化
に
伴
っ
て
慣
習
自
ら
も
変
化
し
、
新
慣
習
が
生
ま
れ
る
と
す
る
慣
習
の
「
自
生
論
」
と
、
慣
習
に
対
す
る
「
公
序
良
俗
」
と
い
う
尺
度
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
司
法
協
会
も
高
等
法
院
と
同
様
、
い
ず
れ
妾
制
を
廃
止
す
る
方
向
で
臨
ん
で
い
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
朝
鮮
に
お
け
る
夫
妾
関
係
お
よ
び
妾
制
廃
止
の
背
景
に
は
、
日
本
に
お
け
る
妾
制
廃
止
の
前
例
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
日
本
で
は
、
古
来
存
続
し
て
い
た
妾
制
に
つ
い
て
、
一
八
七
〇
年
の
「
新
律
綱
領
」
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
め
て
い
た
。
血
族
．
親
族
の
親
疎
と
尊
卑
の
階
級
を
表
す
五
等
身
制
に
、
妾
は
妻
と
と
も
に
二
等
身
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
妻
と
同
等
の
身
分
と
し
て
公
認
さ
れ
て
い
た
妾
の
身
分
は
、
ま
ず
一
八
八
二
年
の
旧
刑
法
で
は
じ
あ
て
法
律
外
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
莇
後
の
天
九
八
年
に
明
治
民
法
の
施
行
と
と
も
に
一
夫
一
妻
制
が
実
施
さ
れ
る
・
、
と
に
よ
．
て
民
法
上
に
も
妾
制
は
廃
止
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
宗
主
国
日
本
に
お
け
る
妾
制
廃
止
の
経
緯
か
ら
、
植
民
地
統
治
機
構
は
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
妾
制
を
廃
止
す
る
方
向
に
、
慣
習
法
お
・
び
新
慣
習
を
誘
導
・
助
長
し
た
と
惹
翻
・
そ
れ
で
は
な
ぜ
植
民
地
統
治
馨
は
・
宗
主
国
日
本
で
の
前
例
に
照
ら
し
、
い
ず
れ
は
廃
止
す
べ
き
妾
制
を
、
韓
国
・
植
民
地
朝
鮮
に
お
い
て
は
敢
え
て
「
民
籍
法
」
を
も
っ
て
法
律
上
に
そ
の
身
分
を
確
保
す
る
と
い
う
迂
遠
な
方
法
を
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
「
民
籍
法
」
制
定
当
時
の
韓
国
に
お
け
る
民
法
不
在
の
状
況
下
で
、
戸
籍
法
で
あ
る
罠
籍
法
L
を
民
法
よ
り
も
先
に
制
定
・
施
行
し
た
状
況
か
ら
わ
か
る
よ
遍
・
個
々
人
の
身
分
関
係
を
問
わ
ず
、
早
急
に
韓
国
の
人
口
を
漏
ら
さ
ず
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
「
民
籍
法
」
の
制
定
経
緯
は
、
統
監
府
時
代
の
当
時
、
土
地
関
連
法
や
身
分
関
連
法
な
ど
の
制
定
を
含
む
韓
国
の
法
典
編
纂
事
業
と
は
全
く
別
の
と
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砿
馳
、
つ
ま
り
統
監
府
主
導
下
の
韓
国
政
府
法
律
顧
問
梅
謙
次
郎
に
よ
る
作
業
で
は
な
く
、
警
務
局
と
い
う
警
察
組
織
が
、
人
口
把
握
と
い
う
当
面
課
題
を
解
決
す
る
目
的
で
起
草
し
、
制
定
・
施
行
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
「
民
籍
法
」
は
拙
速
な
法
律
で
あ
り
、
そ
の
た
め
改
正
を
と
お
し
て
欠
訣
を
補
っ
て
い
た
が
、
日
本
の
戸
籍
法
を
「
依
用
」
（
借
り
て
適
用
す
る
）
し
た
前
述
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
「
朝
鮮
戸
籍
令
」
が
制
定
・
施
行
さ
れ
る
ま
で
、
相
当
の
間
（
一
九
〇
九
～
二
二
年
）
に
施
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
「
民
籍
法
」
制
定
・
施
行
の
主
な
目
的
が
人
口
把
握
に
あ
っ
た
た
め
、
妾
制
は
本
来
廃
止
す
る
予
定
、
あ
る
い
は
廃
止
さ
れ
る
べ
き
制
度
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
律
上
に
身
分
が
確
保
さ
れ
、
そ
の
後
再
び
そ
れ
を
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
協
議
上
の
離
婚
関
連
訴
訟
内
容
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
お
わ
り
に
李
　
以
上
、
韓
国
に
お
け
る
協
議
上
の
離
婚
慣
習
法
の
定
立
過
程
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
以
下
の
こ
と
が
言
え
る
。
第
一
に
、
協
議
上
の
離
婚
関
連
の
訴
訟
事
件
か
ら
、
当
時
協
議
上
の
離
婚
慣
習
法
上
に
争
点
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
主
に
夫
妾
関
係
お
よ
び
妾
制
に
関
す
る
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
民
籍
法
」
を
も
っ
て
慣
習
上
の
妾
に
一
旦
法
的
地
位
を
与
え
た
あ
と
、
再
び
そ
の
地
位
を
否
定
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
　
第
二
に
、
④
政
務
総
監
お
よ
び
司
法
部
長
官
の
回
答
か
ら
は
、
慣
習
に
慣
習
法
と
し
て
の
効
力
を
与
え
る
際
に
「
公
序
良
俗
」
の
概
念
を
用
い
、
ま
た
慣
習
法
の
統
一
性
や
整
合
性
よ
り
も
、
離
婚
に
よ
る
妻
お
よ
び
妾
の
保
護
を
重
視
す
る
方
に
新
慣
習
の
方
向
を
誘
導
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
◎
高
等
法
院
判
決
か
ら
は
、
夫
妾
関
係
お
よ
び
妾
制
を
「
倫
常
の
変
則
」
と
見
倣
し
、
「
民
籍
法
」
と
官
通
牒
第
二
四
〇
号
に
定
め
ら
れ
た
夫
婦
関
係
の
解
消
に
お
け
る
妻
規
定
を
妾
に
適
用
し
、
あ
る
い
は
排
斥
し
、
し
た
が
っ
て
行
政
事
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務
と
の
間
に
齪
擁
を
来
し
な
が
ら
、
妾
制
を
廃
止
す
る
方
向
へ
と
法
理
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
同
時
に
、
そ
れ
は
高
等
法
院
の
新
慣
習
を
生
み
出
す
原
理
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
◎
司
法
協
会
決
議
に
お
い
て
は
、
妾
の
身
分
登
録
に
つ
い
て
、
日
本
法
を
借
用
し
解
釈
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
こ
で
も
ま
た
妾
制
を
「
公
序
良
俗
」
に
反
す
る
も
の
と
捉
え
、
妾
制
を
廃
止
す
る
方
向
で
臨
ん
で
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
よ
う
に
朝
鮮
総
督
府
・
高
等
法
院
・
司
法
協
会
は
い
ず
れ
も
、
冒
頭
の
「
形
成
論
」
が
指
摘
し
た
「
朝
鮮
民
事
令
」
に
あ
る
「
公
の
秩
序
」
の
概
念
と
同
様
の
、
「
公
序
良
俗
」
と
い
う
尺
度
を
も
っ
て
慣
習
の
方
向
性
を
誘
導
・
助
長
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
　
第
三
に
、
以
上
の
よ
う
な
朝
鮮
総
督
府
．
高
等
法
院
・
司
法
協
会
に
よ
る
妾
制
廃
止
に
向
け
た
、
新
慣
習
の
方
向
性
の
誘
導
・
助
長
は
、
①
日
本
に
お
け
る
妾
制
廃
止
と
い
う
前
例
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
②
本
来
廃
止
さ
れ
る
べ
き
妾
制
が
、
「
民
籍
法
」
に
お
い
て
法
認
さ
れ
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
「
公
序
良
俗
」
の
概
念
と
は
、
植
民
地
統
治
機
構
に
よ
り
、
そ
の
内
容
・
程
度
を
操
作
し
得
る
、
恣
意
性
を
帯
び
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
　
第
四
に
、
植
民
地
朝
鮮
の
新
慣
習
が
日
本
民
法
を
指
向
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
司
法
協
会
が
日
本
法
（
「
民
法
施
行
法
」
）
を
も
っ
て
、
夫
妾
関
係
に
お
け
る
妾
の
民
法
上
の
身
分
取
扱
を
解
釈
し
て
い
た
こ
と
か
ら
確
認
し
得
た
。
　
以
上
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
、
近
代
法
の
観
念
か
ら
は
受
け
入
れ
難
い
夫
妾
関
係
お
よ
び
妾
制
は
、
植
民
地
統
治
機
構
に
よ
っ
て
法
的
に
確
認
さ
れ
、
再
び
否
認
さ
れ
る
と
い
う
道
程
を
経
て
、
協
議
上
の
離
婚
慣
習
法
の
定
立
過
程
に
お
け
る
主
要
な
動
因
と
し
て
近
代
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
、
つ
ま
り
廃
止
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
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注
（
1
）
　
慣
習
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
、
李
英
美
「
朝
鮮
統
監
府
に
お
　
　
け
る
法
務
補
佐
官
制
度
と
慣
習
調
査
事
業
－
梅
謙
次
郎
と
小
　
　
田
幹
治
郎
を
中
心
に
」
（
一
）
～
（
五
）
『
法
学
志
林
』
第
九
八
　
　
巻
一
号
～
第
九
九
巻
四
号
、
法
政
大
学
法
学
部
、
二
〇
〇
一
年
　
　
一
月
～
二
〇
〇
二
年
二
月
。
慣
習
の
法
認
化
に
つ
て
は
、
李
昇
　
　
一
『
朝
鮮
総
督
府
の
法
制
政
策
に
関
す
る
研
究
－
朝
鮮
民
事
　
　
令
第
一
一
条
「
慣
習
」
の
成
文
法
化
を
中
心
に
』
漢
陽
大
学
校
　
　
大
学
院
史
学
専
攻
博
士
学
位
論
文
（
韓
国
）
、
二
〇
〇
三
年
六
　
　
月
。
沈
義
基
「
日
帝
強
占
期
『
植
民
地
慣
習
法
』
の
形
成
」
　
　
『
法
史
学
研
究
』
第
二
八
号
、
韓
国
法
史
学
会
（
韓
国
）
、
二
〇
　
　
〇
三
年
一
〇
月
、
七
頁
、
を
参
照
の
こ
と
。
（
2
）
　
大
韓
帝
国
（
一
八
九
七
～
一
九
｛
○
年
）
は
韓
国
、
同
以
前
　
　
は
朝
鮮
王
朝
、
同
以
後
の
日
韓
併
合
期
は
植
民
地
朝
鮮
と
表
記
　
　
す
る
。
な
お
、
現
在
の
大
韓
民
国
は
こ
ん
に
ち
の
韓
国
と
表
記
　
　
す
る
。
（
3
）
　
こ
の
よ
う
な
見
方
、
つ
ま
り
「
朝
鮮
民
事
令
」
に
慣
習
認
定
　
　
条
項
を
設
定
し
た
の
は
、
統
監
府
の
慣
習
調
査
を
と
お
し
て
、
　
　
日
本
民
法
と
は
異
な
る
韓
国
の
固
有
な
慣
習
を
認
識
さ
せ
ら
れ
　
　
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
す
る
見
方
は
、
前
掲
李
昇
一
『
朝
鮮
総
督
　
　
府
の
法
制
政
策
に
関
す
る
研
究
　
朝
鮮
民
事
令
第
＝
条
　
　
「
慣
習
」
の
成
文
法
化
を
中
心
に
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
　
　
こ
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
李
英
美
「
韓
国
に
お
け
る
民
事
慣
習
　
　
の
成
文
法
化
に
関
す
る
最
近
の
研
究
動
向
」
『
東
洋
文
化
研
究
』
　
　
第
七
号
、
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
　
　
を
参
照
の
こ
と
。
（
4
）
　
制
令
第
七
号
「
朝
鮮
民
事
令
」
『
朝
鮮
総
督
府
官
報
』
一
九
　
　
一
二
年
三
月
一
八
日
。
（
5
）
　
『
親
族
相
続
に
関
す
る
旧
慣
習
』
裁
判
資
料
第
二
九
輯
、
法
　
　
院
行
政
処
（
韓
国
）
、
一
九
八
五
年
、
「
凡
例
」
の
頁
。
鄭
光
鉱
　
　
『
韓
国
家
族
法
の
研
究
』
ソ
ウ
ル
大
学
校
出
版
部
（
韓
国
）
、
一
　
　
九
六
七
年
、
二
三
～
二
四
頁
。
（
6
）
　
韓
国
政
府
法
律
顧
問
で
あ
っ
た
梅
謙
次
郎
の
主
導
下
に
行
な
　
　
わ
れ
た
慣
習
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
『
慣
習
調
査
報
告
書
』
　
　
（
一
九
一
〇
年
一
二
月
法
典
調
査
局
、
一
九
一
二
年
三
月
朝
鮮
　
　
総
督
府
参
事
官
室
、
一
九
＝
二
年
同
取
調
局
刊
行
）
の
編
纂
過
　
　
程
に
つ
い
て
は
、
前
掲
李
英
美
「
朝
鮮
統
監
府
に
お
け
る
法
務
　
　
補
佐
官
制
度
と
慣
習
調
査
事
業
ー
梅
謙
次
郎
と
小
田
幹
治
郎
　
　
を
中
心
に
」
（
五
）
。
朝
鮮
総
督
府
中
枢
院
『
朝
鮮
旧
慣
制
度
調
　
　
査
事
業
概
要
』
一
九
三
八
年
、
一
九
頁
以
下
。
（
7
）
　
前
掲
沈
義
基
「
日
帝
強
占
期
『
植
民
地
慣
習
法
』
の
形
成
」
　
　
は
、
朝
鮮
総
督
府
の
慣
習
調
査
の
第
一
次
的
目
的
と
し
て
「
裁
　
　
判
の
準
拠
規
範
」
の
み
を
あ
げ
て
い
る
が
、
戸
籍
関
連
な
ど
　
　
「
行
政
事
務
の
参
考
」
と
し
て
行
政
の
現
場
に
お
い
て
も
慣
習
　
　
知
識
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
（
8
）
　
依
用
の
含
意
と
関
連
し
、
植
民
地
朝
鮮
に
日
本
民
法
を
「
適
　
　
用
」
し
た
の
で
は
な
く
、
「
借
用
」
し
た
点
に
着
目
し
、
日
本
　
　
の
植
民
地
法
制
の
恣
意
性
を
指
摘
す
る
見
方
が
あ
る
。
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「
植
民
地
期
韓
国
家
族
法
の
慣
習
問
題
1
ー
時
間
意
識
の
失
　
　
踪
を
中
心
に
」
『
社
会
と
歴
史
』
第
五
八
輯
、
韓
国
社
会
史
学
　
　
会
（
韓
国
）
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
六
頁
。
（
9
）
　
「
朝
鮮
民
事
令
」
の
改
正
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
第
一
一
　
　
条
は
三
回
で
あ
っ
た
が
、
全
体
の
改
正
は
一
九
四
五
年
ま
で
計
　
　
一
七
回
で
あ
っ
た
。
（
1
0
）
　
「
朝
鮮
民
事
令
」
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
『
朝
鮮
総
督
府
官
報
』
　
　
一
九
二
一
年
二
月
｝
四
日
、
一
九
二
二
年
一
二
月
七
日
、
一
　
　
九
三
九
年
一
一
月
一
〇
日
を
参
照
の
こ
と
。
（
1
1
）
　
前
掲
李
英
美
「
韓
国
に
お
け
る
民
事
慣
習
の
成
文
法
化
に
関
　
　
す
る
最
近
の
研
究
動
向
」
、
三
五
一
頁
以
下
。
（
1
2
）
　
前
掲
李
昇
一
『
朝
鮮
総
督
府
の
法
制
政
策
に
関
す
る
研
究
　
　
ー
朝
鮮
民
事
令
第
一
一
条
「
慣
習
」
の
成
文
法
化
を
中
心
に
』
。
（
1
3
）
　
李
党
榮
『
韓
国
離
婚
制
度
研
究
』
女
性
問
題
研
究
院
（
韓
国
）
、
　
　
一
九
五
八
年
、
五
～
六
頁
。
（
1
4
）
　
李
昇
一
『
日
帝
時
代
の
親
族
慣
習
の
変
化
と
朝
鮮
民
事
令
に
　
　
関
す
る
研
究
ー
朝
鮮
民
事
令
第
＝
条
の
第
二
次
改
正
案
を
　
　
中
心
に
』
漢
陽
大
学
校
史
学
専
攻
修
士
学
位
論
文
（
韓
国
）
、
　
　
一
九
九
八
年
一
二
月
。
同
『
韓
国
学
論
集
』
第
三
三
輯
、
漢
陽
　
　
大
学
校
（
韓
国
）
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
。
（
1
5
）
　
前
掲
沈
義
基
「
口
帝
強
占
期
『
植
民
地
慣
習
法
』
の
形
成
」
。
（
1
6
）
　
「
朝
鮮
民
事
令
」
第
一
〇
条
、
「
朝
鮮
人
相
互
間
ノ
法
律
行
為
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ニ
付
テ
ハ
公
ノ
秩
序
二
関
セ
サ
ル
規
定
二
異
リ
タ
ル
慣
習
ア
ル
　
　
場
合
二
於
テ
ハ
其
ノ
慣
習
二
依
ル
」
（
傍
点
引
用
者
）
。
（
1
7
）
　
慣
行
・
慣
習
・
慣
習
法
の
関
係
は
、
以
下
の
よ
う
に
定
義
さ
　
　
れ
て
い
る
。
社
会
構
成
員
の
反
復
行
為
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
　
　
そ
の
社
会
的
範
囲
の
内
部
に
お
け
る
規
則
性
を
有
す
る
に
至
っ
　
　
た
行
動
様
式
で
あ
る
慣
習
は
、
社
会
構
成
員
の
行
動
を
一
定
の
　
　
方
向
に
規
制
し
、
社
会
統
制
の
機
能
を
遂
行
し
て
い
る
た
め
、
　
　
そ
う
し
た
慣
習
か
ら
の
逸
脱
行
為
に
対
し
て
周
囲
の
人
々
が
、
　
　
㈲
心
理
的
な
不
快
感
を
感
じ
る
に
過
ぎ
な
い
場
合
の
規
範
が
慣
　
　
行
で
あ
り
、
㈲
逸
脱
者
に
非
難
が
加
え
ら
れ
る
場
合
の
規
範
が
　
　
慣
習
で
あ
り
、
㈲
逸
脱
者
に
組
織
的
な
強
制
が
加
え
ら
れ
る
場
　
　
合
の
規
範
が
慣
習
法
で
あ
る
と
す
る
。
江
守
吾
木
「
慣
習
」
　
　
『
社
会
科
学
大
事
典
』
V
l
四
、
鹿
島
出
版
社
、
一
九
六
八
年
、
　
　
二
五
～
二
八
頁
。
参
考
文
献
に
つ
い
て
、
沈
義
基
『
韓
国
法
制
　
　
史
講
義
』
三
英
社
（
韓
国
）
、
一
九
九
七
年
、
三
六
～
三
七
頁
。
　
　
前
掲
同
「
日
帝
強
占
期
『
植
民
地
慣
習
法
』
の
形
成
」
、
二
三
　
　
～
二
四
頁
、
か
ら
示
唆
を
得
た
。
（
1
8
）
　
こ
の
方
法
論
は
、
前
掲
沈
義
基
（
「
日
帝
強
占
期
『
植
民
地
　
　
慣
習
法
』
の
形
成
」
、
九
頁
）
が
、
日
本
に
よ
る
韓
国
「
慣
習
　
　
の
歪
曲
．
無
視
可
能
性
」
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
前
掲
　
　
鄭
鐘
休
（
『
韓
国
民
法
典
の
比
較
法
的
研
究
』
）
が
提
起
し
た
、
　
　
（
一
）
実
際
に
ど
の
よ
う
な
慣
習
が
行
な
わ
れ
て
い
た
か
、
（
二
）
　
　
そ
の
な
か
で
ど
の
慣
習
が
、
ど
れ
ぐ
ら
い
正
し
く
調
査
さ
れ
、
　
　
か
つ
慣
習
と
し
て
認
め
ら
れ
た
か
、
（
三
）
認
め
ら
れ
た
慣
習
　
　
は
ど
の
ぐ
ら
い
裁
判
で
採
択
さ
れ
た
か
、
と
い
う
点
を
究
明
す
　
　
る
こ
と
を
基
準
と
し
て
あ
げ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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（
1
9
）
　
「
経
国
大
典
」
「
刑
法
大
全
」
な
ど
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
法
　
　
制
に
入
る
も
の
で
あ
る
。
（
2
0
）
　
前
掲
李
党
榮
『
韓
国
離
婚
制
度
研
究
』
。
諸
吉
雨
「
新
民
法
　
　
上
の
裁
判
上
離
婚
の
原
因
」
『
法
学
研
究
』
第
四
巻
一
号
、
釜
　
　
山
大
学
校
（
韓
国
）
、
一
九
五
九
年
。
徐
永
培
「
現
行
民
法
上
　
　
の
離
婚
制
度
に
お
け
る
協
議
離
婚
に
関
す
る
研
究
」
『
慶
南
文
　
　
化
研
究
』
第
二
巻
、
慶
尚
大
学
校
慶
南
文
化
研
究
所
（
同
）
、
　
　
一
九
七
九
年
。
サ
ミ
ョ
ン
ソ
ク
「
儒
教
圏
国
家
の
離
婚
法
制
に
　
　
関
す
る
考
察
」
『
漢
陽
法
学
』
第
九
輯
、
漢
陽
大
学
校
（
同
）
、
　
　
一
九
九
八
年
、
な
ど
が
あ
る
。
（
2
1
）
　
慣
習
法
と
し
て
定
立
す
る
以
前
に
お
け
る
慣
習
の
段
階
で
は
、
　
　
各
種
の
法
制
・
礼
論
・
民
俗
が
未
整
理
の
状
態
で
あ
っ
た
が
、
　
　
『
慣
習
調
査
報
告
書
」
は
、
韓
国
固
有
の
法
制
・
典
禮
・
民
俗
　
　
を
問
わ
ず
、
一
律
に
慣
習
と
し
て
把
握
し
た
た
め
、
民
俗
と
し
　
　
て
の
慣
習
の
調
査
把
握
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
す
る
指
摘
が
あ
　
　
る
。
金
斗
憲
『
朝
鮮
家
族
制
度
研
究
』
乙
酉
文
化
社
（
韓
国
）
、
　
　
一
九
四
九
年
、
六
四
四
頁
。
（
2
2
）
　
一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
四
二
年
ま
で
、
京
城
地
方
法
院
に
お
　
　
け
る
協
議
上
の
離
婚
に
関
す
る
係
争
事
件
数
の
推
移
を
見
る
と
、
　
　
一
九
一
〇
年
か
ら
三
年
間
は
○
件
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
八
年
　
　
の
一
五
件
を
ピ
ー
ク
に
一
九
二
二
年
ま
で
二
桁
台
に
増
え
て
い
　
　
た
。
し
か
し
、
一
九
二
三
年
か
ら
減
少
し
、
一
九
二
五
年
の
五
　
　
件
を
除
き
、
一
九
四
二
年
ま
で
毎
年
○
～
二
件
と
な
っ
て
い
た
　
　
（
有
泉
亨
「
朝
鮮
婚
姻
法
の
近
代
化
」
『
社
会
科
学
研
究
』
第
一
　
　
巻
二
号
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、
白
日
書
院
、
一
九
四
　
　
八
年
、
九
七
頁
）
。
こ
れ
は
、
　
一
九
二
三
年
か
ら
「
朝
鮮
民
事
　
　
令
」
第
一
一
条
の
第
二
次
改
正
の
施
行
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
　
　
事
実
主
義
か
ら
届
出
主
義
に
転
換
し
た
こ
と
で
、
協
議
上
の
離
　
　
婚
確
認
訴
訟
の
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
　
　
る
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
「
朝
鮮
民
事
令
」
施
行
日
の
前
ま
で
　
　
を
、
協
議
上
の
離
婚
慣
習
法
の
定
立
過
程
の
一
区
切
り
と
見
倣
　
　
し
、
同
定
立
過
程
の
初
期
的
形
成
段
階
と
し
た
。
（
2
3
）
　
こ
の
司
法
協
会
決
議
の
日
付
は
同
七
日
と
な
っ
て
お
り
、
厳
　
　
密
に
は
本
稿
が
定
め
た
考
察
対
象
の
時
期
的
な
範
囲
を
若
干
超
　
　
え
て
い
る
が
、
①
同
日
付
で
決
議
が
公
表
さ
れ
る
前
に
決
議
　
　
（
討
議
）
を
行
な
っ
た
は
ず
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
改
正
「
朝
鮮
　
　
民
事
令
」
の
施
行
を
目
前
に
し
、
統
一
・
整
理
す
べ
き
、
妾
の
　
　
身
分
関
連
の
懸
案
を
討
議
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
　
　
稿
で
は
こ
の
司
法
協
会
決
議
を
分
析
対
象
の
範
疇
に
入
れ
た
。
（
2
4
）
　
現
在
日
本
国
会
図
書
館
に
は
『
朝
鮮
高
等
法
院
判
決
録
』
の
　
　
全
巻
（
第
一
巻
～
第
三
〇
巻
）
が
揃
っ
て
あ
る
が
、
本
稿
で
取
　
　
扱
う
範
囲
内
の
協
議
上
の
離
婚
に
関
す
る
一
九
二
一
年
＝
一
月
　
　
二
三
日
の
判
決
一
件
が
見
当
た
ら
ず
、
内
容
を
確
認
で
き
な
か
　
　
っ
た
た
め
、
本
稿
の
分
析
対
象
か
ら
除
い
た
。
注
（
5
0
）
を
参
照
　
　
の
こ
と
。
（
2
5
）
　
一
九
一
八
年
一
〇
月
八
日
判
決
「
離
婚
確
認
並
離
婚
届
出
手
　
　
続
履
行
請
求
ノ
件
」
司
法
協
会
編
『
朝
鮮
高
等
法
院
判
決
録
』
　
　
第
五
巻
、
高
等
法
院
書
記
課
、
一
九
一
九
年
、
七
五
一
～
五
四
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頁
。
協
議
上
の
離
婚
を
し
た
当
事
者
の
一
方
が
、
そ
れ
を
否
認
　
　
し
、
両
者
の
間
に
ま
だ
夫
婦
の
身
分
関
係
が
存
続
す
る
と
主
張
　
　
し
た
た
め
、
そ
の
確
認
を
求
め
た
裁
判
で
あ
り
、
こ
の
裁
判
で
　
　
は
確
認
訴
訟
の
要
件
と
給
付
請
求
の
要
件
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
。
（
2
6
）
　
司
法
協
会
編
『
司
法
協
会
雑
誌
」
第
一
巻
八
号
、
一
九
二
二
　
　
年
、
四
一
頁
。
「
協
議
上
離
婚
ノ
取
消
二
関
ス
ル
件
」
司
法
協
　
　
会
編
『
司
法
協
会
決
議
回
答
輯
録
』
一
九
三
二
年
、
三
九
～
四
　
　
三
頁
。
協
議
上
の
離
婚
の
意
思
表
示
が
詐
欺
・
強
迫
に
よ
る
場
　
　
合
の
取
消
方
法
に
つ
い
て
、
①
日
本
民
法
総
則
の
一
般
規
定
に
　
　
基
づ
い
て
取
り
消
し
得
る
と
す
る
積
極
説
（
総
則
適
用
説
）
と
、
　
　
②
同
民
法
親
族
編
第
七
八
三
条
お
よ
び
同
第
七
八
五
条
の
法
意
　
　
か
ら
考
え
る
と
、
意
思
表
示
に
関
す
る
一
般
原
則
で
あ
る
同
民
　
　
法
総
則
第
九
六
条
は
、
親
族
編
に
は
適
用
で
き
な
い
と
解
釈
す
　
　
る
消
極
説
（
親
族
編
適
用
説
）
の
、
ど
ち
ら
を
適
用
す
べ
き
か
　
　
に
対
す
る
司
法
協
会
決
議
で
あ
る
。
加
え
て
前
者
の
場
合
は
、
　
　
同
民
法
第
七
八
三
条
と
同
第
七
八
五
条
と
の
関
係
か
ら
裁
判
上
　
　
の
請
求
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
最
終
的
に
司
法
協
会
は
親
　
　
族
編
適
用
説
を
採
択
し
た
。
そ
う
し
た
司
法
協
会
決
議
こ
そ
、
　
　
植
民
地
朝
鮮
の
協
議
上
の
離
婚
慣
習
法
の
定
立
過
程
に
お
け
る
、
　
　
い
わ
ば
新
慣
習
が
向
っ
た
先
が
日
本
民
法
の
方
で
あ
っ
た
こ
と
　
　
を
最
も
端
的
に
表
わ
す
例
で
あ
っ
た
。
（
2
7
）
　
七
去
と
は
、
妻
が
離
出
さ
れ
る
原
因
と
さ
れ
た
、
「
子
ナ
キ
　
　
コ
ト
、
淫
侠
ナ
ル
コ
ト
、
舅
姑
二
事
ヘ
サ
ル
コ
ト
、
多
言
ナ
ル
　
　
コ
ト
、
盗
窟
ヲ
為
シ
タ
ル
コ
ト
、
妬
忌
ノ
癖
ア
ル
コ
ト
、
悪
癖
　
　
ア
ル
コ
ト
」
で
お
り
、
三
不
去
と
は
七
去
の
原
因
が
あ
っ
て
も
　
　
そ
れ
を
相
殺
で
き
る
と
さ
れ
た
、
「
父
母
ノ
喪
ヲ
経
タ
ル
場
合
、
　
　
嬰
ル
時
貧
賎
ニ
シ
テ
後
二
官
田
貴
ナ
ル
場
合
、
帰
ル
ニ
家
ナ
キ
場
　
　
合
」
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
法
典
調
査
局
『
慣
習
調
査
報
告
書
』
、
　
　
一
九
二
二
年
。
復
刻
版
韓
国
併
合
史
研
究
資
料
⑤
『
慣
習
調
査
　
　
報
告
書
・
韓
国
最
近
事
情
一
覧
』
（
以
下
、
復
刻
『
慣
習
調
査
　
　
報
告
書
』
と
記
す
）
、
龍
渓
書
舎
｝
九
九
五
年
、
三
＝
二
頁
、
　
　
を
参
照
の
こ
と
。
　
　
　
日
本
で
も
江
戸
期
の
女
子
修
身
書
の
圧
巻
で
あ
る
「
女
大
学
」
　
　
に
、
「
子
な
き
女
は
去
る
べ
し
、
是
れ
妻
を
嬰
る
は
子
孫
相
続
　
　
の
為
な
れ
ば
な
り
」
と
し
、
妻
に
対
す
る
七
去
の
ひ
と
つ
で
あ
　
　
る
「
子
の
無
い
こ
と
」
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
条
文
は
、
「
妾
　
　
に
子
あ
ら
ば
妻
に
子
な
く
と
も
去
る
に
及
ば
ず
」
と
続
き
、
明
　
　
確
に
妾
を
容
認
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
小
林
忠
正
『
日
本
家
族
　
　
法
史
論
』
成
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
、
四
八
頁
。
石
川
松
太
郎
　
　
「
女
大
学
に
つ
い
て
」
荒
木
見
悟
・
井
上
忠
共
著
『
貝
原
益
軒
・
　
　
室
鳩
巣
』
日
本
思
想
大
系
3
4
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
（
第
　
　
1
1
3
刷
）
、
五
三
一
～
四
五
頁
。
（
2
8
）
　
前
掲
復
刻
『
慣
習
調
査
報
告
書
』
、
三
一
三
～
一
四
頁
。
（
2
9
）
　
藤
田
東
三
『
朝
鮮
親
族
法
相
続
法
』
京
城
大
阪
屋
号
書
店
、
　
　
一
九
三
三
年
、
一
＝
頁
。
（
3
0
）
　
従
来
の
朝
鮮
王
朝
時
代
の
慣
習
に
お
い
て
は
、
婚
姻
当
事
者
　
　
の
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
婚
姻
に
は
必
ず
「
主
婚
者
」
を
要
し
、
　
　
婚
約
は
「
主
婚
者
」
の
名
を
も
っ
て
行
な
わ
れ
、
婚
姻
に
つ
い
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て
も
婚
姻
当
事
者
の
意
思
い
か
ん
を
問
う
こ
と
な
く
、
「
主
婚
　
　
者
」
の
意
思
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
、
婚
姻
　
　
に
お
け
る
「
主
婚
者
」
の
存
在
は
離
婚
の
際
に
も
適
用
さ
れ
た
　
　
の
で
あ
る
。
「
主
婚
者
」
に
な
る
者
は
、
父
、
ま
た
は
祖
父
で
　
　
あ
り
、
父
・
祖
父
と
も
に
い
な
い
と
き
は
兄
が
、
そ
し
て
そ
れ
　
　
ら
の
尊
属
が
皆
い
な
い
と
き
は
伯
叔
父
、
ま
た
は
そ
の
他
の
近
　
　
親
尊
属
が
な
る
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
伯
叔
父
、
そ
の
　
　
他
の
近
親
尊
属
が
「
主
婚
者
」
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
実
際
に
　
　
そ
の
婚
姻
を
決
め
る
者
は
、
母
、
ま
た
は
祖
母
で
あ
り
、
そ
れ
　
　
ら
近
親
者
は
表
面
上
の
「
主
婚
者
」
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
兄
が
主
　
　
婚
者
と
な
っ
た
場
合
も
母
・
祖
母
の
意
思
に
反
し
て
決
め
る
こ
　
　
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
前
掲
復
刻
『
慣
習
調
査
報
告
書
』
、
三
　
　
〇
四
～
〇
五
頁
。
（
3
1
）
　
「
義
絶
」
と
は
、
旧
法
制
上
に
定
め
ら
れ
た
配
偶
者
の
尊
属
　
　
お
よ
び
そ
の
他
を
殴
打
殺
傷
し
た
場
合
に
離
婚
を
し
な
い
と
、
　
　
刑
を
加
え
、
か
つ
強
制
的
に
離
婚
さ
せ
る
制
度
で
あ
る
。
前
掲
　
　
復
刻
『
慣
習
調
査
報
告
書
』
三
＝
二
～
一
四
頁
。
（
3
2
）
　
前
掲
復
刻
『
慣
習
調
査
報
告
書
』
、
三
一
四
頁
。
（
3
3
）
　
李
党
榮
「
韓
国
女
性
の
法
的
地
位
」
『
韓
国
の
法
律
文
化
』
、
　
　
国
際
文
化
財
団
（
韓
国
）
、
一
九
七
五
年
、
三
〇
四
頁
。
（
3
4
）
　
吉
武
繁
『
朝
鮮
親
族
相
続
法
要
論
』
厳
松
堂
、
一
九
三
一
年
、
　
　
二
〇
六
頁
。
ま
た
、
「
事
情
罷
議
」
に
お
け
る
協
議
は
名
目
上
　
　
の
協
議
に
す
ぎ
ず
、
夫
側
の
｝
方
的
な
意
思
に
よ
る
棄
妻
で
あ
　
　
っ
た
と
さ
れ
る
。
（
3
5
）
　
前
掲
復
刻
『
慣
習
調
査
報
告
書
』
、
二
八
三
頁
。
（
3
6
）
　
一
九
一
四
年
三
月
一
一
日
京
城
地
方
法
院
長
照
会
・
同
年
四
　
　
月
九
日
参
第
二
四
号
政
務
総
監
回
答
「
協
議
離
婚
二
関
ス
ル
件
」
　
　
朝
鮮
総
督
府
中
枢
院
『
民
事
慣
習
回
答
彙
集
』
一
九
三
三
年
、
　
　
一
七
七
～
七
八
頁
。
（
3
7
）
　
一
九
｝
五
年
四
月
六
日
京
城
覆
審
法
院
民
事
第
一
部
裁
判
長
　
　
照
会
．
同
年
四
月
一
九
日
参
第
三
一
号
政
務
総
監
回
答
「
協
議
　
　
離
婚
二
関
ス
ル
件
」
前
掲
『
民
事
慣
習
回
答
彙
集
』
、
二
二
八
　
　
頁
。
（
3
8
）
　
前
掲
李
昇
一
「
日
帝
時
代
の
親
族
慣
習
の
変
化
と
朝
鮮
民
事
　
　
令
に
関
す
る
研
究
ー
朝
鮮
民
事
令
第
＝
条
の
第
二
次
改
正
　
　
案
を
中
心
に
」
。
（
3
9
）
　
一
九
一
五
年
五
月
一
日
京
城
地
方
法
院
長
照
会
・
同
年
六
月
　
　
二
四
日
朝
枢
発
第
八
九
号
政
務
総
監
回
答
「
妻
出
家
ノ
場
合
二
　
　
於
ケ
ル
再
嬰
ノ
効
力
二
関
ス
ル
件
」
前
掲
『
民
事
慣
習
回
答
彙
　
　
集
』
、
二
四
一
～
四
二
頁
。
（
4
0
）
　
「
両
班
」
と
は
、
朝
鮮
王
朝
時
代
の
上
層
階
級
で
あ
る
。
し
　
　
た
が
っ
て
、
「
両
班
の
正
妻
」
と
は
、
そ
う
し
た
上
層
階
級
の
　
　
婦
人
と
し
て
、
正
常
な
婚
姻
に
よ
る
女
性
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
（
4
1
）
　
婚
姻
の
方
式
と
順
序
に
つ
い
て
は
地
方
、
ま
た
は
家
に
よ
っ
　
　
て
少
々
の
差
は
あ
っ
た
が
、
大
体
に
お
い
て
は
、
男
女
両
家
に
　
　
往
来
す
る
仲
介
人
の
仲
介
に
よ
り
、
先
ず
口
約
に
よ
る
両
家
の
　
　
婚
姻
意
思
が
成
立
す
る
と
、
男
家
か
ら
の
「
請
婚
書
」
と
そ
れ
　
　
に
対
す
る
復
書
と
し
て
女
家
か
ら
の
「
許
婚
書
」
が
交
わ
さ
れ
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た
。
そ
の
後
に
、
再
び
男
家
か
ら
男
の
生
年
月
日
を
記
し
た
　
　
「
四
柱
単
子
」
を
女
家
に
送
り
、
女
家
か
ら
は
挙
式
の
日
を
定
　
　
め
た
「
択
日
単
子
」
を
男
家
に
送
る
と
、
三
度
男
家
か
ら
女
家
　
　
に
「
禮
書
」
（
こ
ん
に
ち
の
結
婚
式
へ
の
招
待
状
と
似
た
形
式
　
　
と
内
容
の
も
の
）
を
添
え
た
「
納
幣
」
（
青
紅
綴
各
一
端
を
も
　
　
っ
て
為
す
）
が
送
ら
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
（
前
　
　
掲
復
刻
『
慣
習
調
査
報
告
書
』
、
三
〇
七
～
〇
八
頁
）
。
本
文
で
　
　
の
「
婚
書
」
と
は
、
こ
う
し
た
婚
姻
方
式
の
過
程
に
お
け
る
、
　
　
婚
姻
成
立
の
「
請
婚
書
」
「
許
婚
書
」
の
こ
と
を
指
す
も
の
で
　
　
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
（
4
2
）
　
前
掲
復
刻
『
慣
習
調
査
報
告
書
』
、
三
〇
七
頁
。
（
4
3
）
　
一
九
一
七
年
六
月
二
〇
日
京
城
覆
審
法
院
「
従
前
妻
ノ
家
出
　
　
後
数
年
ヲ
経
過
ス
ル
モ
所
在
不
明
ナ
ル
ト
キ
ハ
婚
書
ノ
返
還
二
　
　
依
リ
離
婚
ヲ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
」
馬
場
社
編
・
野
村
調
太
郎
　
　
校
閲
『
朝
鮮
親
族
相
続
慣
習
法
綜
覧
』
京
城
大
阪
屋
号
書
店
、
　
　
一
九
二
六
年
、
一
七
六
頁
。
（
4
4
）
　
一
九
工
ハ
年
一
月
一
五
日
公
州
地
方
法
院
長
照
会
・
同
年
二
　
　
月
一
六
日
朝
枢
発
第
五
三
号
政
務
総
監
回
答
「
養
子
ノ
離
縁
及
　
　
離
婚
二
関
ス
ル
件
」
前
掲
『
民
事
慣
習
回
答
彙
集
」
、
二
六
六
　
　
～
六
七
頁
。
（
4
5
）
　
家
を
去
る
こ
と
。
（
4
6
）
　
コ
九
一
八
年
一
月
一
六
日
黄
海
道
長
官
宛
司
法
部
長
官
回
　
　
答
」
朝
鮮
総
督
府
法
務
局
編
『
民
籍
例
規
』
一
九
二
二
年
版
、
　
　
二
二
〇
頁
。
「
従
前
ノ
慣
習
ハ
協
議
二
因
ル
離
婚
二
付
テ
モ
戸
　
　
主
ノ
同
意
ヲ
要
シ
不
同
意
ノ
場
合
ハ
裁
判
二
依
レ
リ
」
南
雲
幸
　
　
吉
編
『
現
行
朝
鮮
親
族
・
相
続
法
類
集
』
京
城
大
阪
屋
号
書
店
、
　
　
一
九
三
五
年
、
一
七
〇
頁
よ
り
再
引
用
。
（
4
7
）
　
コ
九
一
八
年
一
月
二
八
日
黄
海
道
長
官
宛
司
法
部
長
官
回
　
　
答
」
前
掲
『
民
籍
例
規
』
、
二
二
〇
頁
。
「
従
前
に
於
テ
ハ
離
婚
　
　
ヲ
為
ス
ニ
付
夫
ノ
父
母
ノ
同
意
ヲ
以
テ
足
リ
妻
ノ
父
母
ノ
同
意
　
　
ヲ
要
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
」
前
掲
馬
場
社
編
・
野
村
調
太
郎
校
閲
　
　
『
朝
鮮
親
族
相
続
慣
習
法
綜
覧
』
、
一
七
一
～
七
二
頁
よ
り
再
引
　
　
用
。
（
4
8
）
　
一
九
一
八
年
四
月
一
一
日
京
城
覆
審
法
院
判
決
、
前
掲
南
雲
　
　
幸
吉
『
現
行
朝
鮮
親
族
・
相
続
法
類
集
』
一
六
七
頁
。
（
4
9
）
　
「
旧
慣
及
制
度
調
査
委
員
会
」
は
、
「
朝
鮮
民
事
令
」
の
改
正
　
　
と
戸
籍
法
規
で
あ
る
「
民
籍
法
」
の
改
正
に
向
け
、
親
族
・
相
　
　
続
慣
習
の
審
査
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
に
朝
鮮
総
督
府
中
枢
院
　
　
に
設
け
ら
れ
た
、
「
旧
慣
審
査
委
員
会
」
の
後
身
で
あ
る
。
同
　
　
調
査
委
員
会
の
決
議
が
確
実
に
「
朝
鮮
民
事
令
」
第
一
一
条
の
　
　
第
二
次
改
正
に
反
映
さ
れ
だ
と
い
う
直
接
的
な
資
料
は
、
今
の
　
　
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
同
調
査
委
員
会
の
決
議
が
　
　
朝
鮮
総
督
府
時
代
に
お
け
る
慣
習
法
定
立
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
　
　
り
、
ま
た
本
稿
で
取
り
上
げ
た
協
議
上
の
離
婚
慣
習
法
の
宣
言
　
　
に
関
す
る
決
議
は
、
日
付
か
ら
考
え
て
も
、
同
決
議
内
容
が
何
　
　
ら
か
の
形
で
「
朝
鮮
民
事
令
」
第
＝
条
の
第
二
次
改
正
に
影
　
　
響
を
与
え
た
可
能
性
は
大
き
い
と
考
え
る
。
（
5
0
）
　
一
九
二
一
年
八
月
六
日
お
よ
び
同
一
七
日
の
決
議
「
旧
慣
及
128東洋文化研究8号
　
　
制
度
調
査
委
員
会
決
議
」
前
掲
『
民
事
慣
習
回
答
彙
集
』
、
附
　
　
録
一
九
～
二
〇
頁
。
（
5
1
）
　
司
法
協
会
編
『
朝
鮮
高
等
法
院
判
決
録
』
第
八
巻
、
高
等
法
　
　
院
書
記
課
、
一
九
二
二
年
、
五
九
七
頁
。
（
5
2
）
　
一
九
二
二
年
九
月
一
九
日
公
州
地
方
法
院
長
照
会
・
同
年
一
　
　
〇
月
一
二
日
朝
枢
発
第
三
六
五
号
政
務
総
監
回
答
「
離
婚
ノ
効
　
　
果
二
関
ス
ル
件
」
前
掲
『
民
事
慣
習
回
答
彙
集
』
、
四
一
六
～
　
　
一
七
頁
。
（
5
3
）
　
前
掲
制
令
第
一
二
号
「
朝
鮮
民
事
令
改
正
の
件
」
『
朝
鮮
総
　
　
督
府
官
報
』
一
九
二
二
年
一
二
月
七
日
。
（
5
4
）
　
一
九
一
二
年
一
二
月
＝
二
日
判
決
「
夫
婦
同
居
請
求
二
関
ス
　
　
ル
件
」
、
司
法
協
会
編
『
朝
鮮
高
等
法
院
判
決
録
』
第
一
巻
、
　
　
高
等
法
院
書
記
課
、
一
九
一
五
年
、
八
四
～
八
六
頁
。
（
5
5
）
　
「
離
異
」
と
は
、
原
則
的
に
は
「
離
婚
」
と
同
じ
意
味
で
あ
　
　
る
が
、
朝
鮮
王
朝
時
代
に
は
不
法
不
当
な
夫
婦
関
係
を
官
の
命
　
　
令
で
破
棄
・
別
離
さ
せ
る
場
合
に
多
く
用
い
ら
れ
た
。
韓
国
法
　
　
制
処
編
『
古
法
典
用
語
集
』
（
韓
国
）
、
一
九
七
九
年
、
六
一
七
　
　
頁
。
（
5
6
）
　
前
掲
「
夫
婦
同
居
請
求
二
関
ス
ル
件
」
。
（
5
7
）
　
妾
制
に
関
し
て
は
、
小
田
幹
治
郎
「
妾
に
つ
い
て
」
朝
鮮
総
　
　
督
府
編
『
朝
鮮
』
一
九
二
〇
年
九
月
、
を
参
照
の
こ
と
。
（
5
8
）
　
一
九
〇
九
年
三
月
四
日
法
律
第
八
号
「
民
籍
法
」
内
閣
法
制
　
　
局
編
『
大
韓
帝
国
官
報
」
一
九
〇
九
年
三
月
六
日
。
「
民
籍
法
」
　
　
の
制
定
お
よ
び
改
正
過
程
に
つ
い
て
は
、
李
英
美
「
韓
国
近
代
　
　
戸
籍
関
連
法
規
の
制
定
及
び
改
正
過
程
1
『
民
籍
法
』
を
中
　
　
心
に
」
『
東
洋
文
化
研
究
』
第
六
号
、
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
　
　
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
、
を
参
照
の
こ
と
。
（
5
9
）
　
一
九
〇
九
年
三
月
二
〇
日
内
部
訓
令
第
三
九
号
「
民
籍
法
執
　
　
行
心
得
」
内
閣
法
制
局
編
『
大
韓
帝
国
官
報
』
一
九
〇
九
年
三
　
　
月
二
三
日
。
（
6
0
）
　
前
掲
法
律
第
八
号
「
民
籍
法
」
。
（
6
1
）
　
李
昇
｛
「
植
民
地
朝
鮮
の
次
養
子
研
究
　
　
法
的
地
位
の
変
　
　
化
を
中
心
に
」
『
歴
史
と
現
実
』
第
三
四
号
、
韓
国
歴
史
研
究
　
　
会
、
一
九
九
九
年
。
前
掲
同
『
日
帝
時
代
の
親
族
慣
習
の
変
化
　
　
と
朝
鮮
民
事
令
に
関
す
る
研
究
　
　
朝
鮮
民
事
令
第
一
一
条
の
　
　
第
二
次
改
正
案
を
中
心
に
』
。
李
昇
一
は
、
従
来
か
ら
の
伝
統
　
　
的
な
慣
習
を
旧
慣
習
と
捉
え
、
時
代
の
変
化
に
よ
っ
て
新
し
く
　
　
現
わ
れ
た
慣
習
、
あ
る
い
は
人
々
が
主
張
し
は
じ
め
た
慣
習
を
　
　
新
慣
習
と
捉
え
て
い
る
。
（
6
2
）
　
一
九
一
五
年
八
月
七
日
官
通
牒
第
二
四
〇
号
「
民
籍
事
務
取
　
　
扱
二
関
ス
ル
件
」
『
朝
鮮
総
督
府
官
報
』
一
九
一
五
年
八
月
七
　
　
日
。
（
6
3
）
　
司
法
の
現
場
が
行
政
の
現
場
よ
り
早
く
慣
習
の
変
化
を
受
け
　
　
入
れ
た
と
す
る
見
方
は
、
前
掲
李
昇
一
「
日
帝
時
代
の
親
族
慣
　
　
習
の
変
化
と
朝
鮮
民
事
令
に
関
す
る
研
究
　
　
朝
鮮
民
事
令
第
　
　
一
一
条
の
第
二
次
改
正
案
を
中
心
に
」
、
三
二
頁
、
に
お
い
て
　
　
も
同
様
で
あ
る
。
（
6
4
）
（
6
5
）
（
6
6
）
　
一
九
二
一
年
九
月
二
〇
日
判
決
「
民
籍
抹
消
手
続
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履
行
請
求
ノ
件
」
、
司
法
協
会
『
朝
鮮
高
等
法
院
判
決
録
』
第
　
　
八
巻
、
高
等
法
院
書
記
課
、
一
九
二
二
年
、
二
八
〇
頁
以
下
。
（
6
7
）
　
前
掲
法
律
第
八
号
「
民
籍
法
」
第
二
条
。
（
6
8
）
　
官
通
牒
第
二
四
〇
号
「
民
籍
事
務
取
扱
二
関
ス
ル
件
」
『
朝
　
　
鮮
総
督
府
官
報
』
一
九
一
五
年
八
月
七
日
。
（
6
9
）
　
前
掲
「
民
籍
抹
消
手
続
履
行
請
求
二
関
ス
ル
件
」
。
（
7
0
）
（
7
1
）
　
司
法
協
会
編
『
司
法
協
会
雑
誌
』
第
二
巻
九
号
、
一
九
　
　
二
三
年
、
一
七
頁
。
「
夫
妾
関
係
解
消
ノ
申
告
二
関
ス
ル
件
」
　
　
前
掲
司
法
協
会
編
『
司
法
協
会
決
議
回
答
輯
録
』
、
四
五
七
～
　
　
五
九
頁
。
（
7
2
）
　
制
令
第
一
五
四
号
「
朝
鮮
戸
籍
令
」
第
＝
二
二
条
「
従
前
ノ
　
　
規
定
二
依
ル
民
籍
ハ
本
令
二
依
ル
戸
籍
ト
シ
テ
其
ノ
効
力
ヲ
有
　
　
ス
」
（
『
朝
鮮
総
督
府
官
報
』
一
九
二
二
年
一
二
月
一
八
日
）
。
（
7
3
）
　
「
民
法
施
行
法
」
第
六
二
条
「
民
法
施
行
ノ
際
家
族
タ
ル
者
　
　
ハ
民
法
ノ
規
定
二
依
レ
ハ
家
族
タ
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
者
ト
錐
モ
　
　
之
ヲ
家
族
ト
ス
家
族
ハ
民
法
施
行
ノ
日
ヨ
リ
民
法
ノ
規
定
二
従
　
　
ヒ
テ
戸
主
権
二
服
ス
」
。
出
所
、
「
電
子
政
府
」
の
ウ
ェ
ー
ブ
サ
　
　
イ
ト
に
よ
る
。
暮
6
　
＼
＼
す
≦
．
①
－
σ
q
O
〈
°
σ
q
g
U
b
＼
h
。
・
＼
O
σ
q
㍗
ぼ
口
＼
ω
昌
　
　
の
＄
零
げ
゜
。
σ
q
一
（
7
4
）
　
「
朝
鮮
戸
籍
令
」
第
八
四
条
「
婚
姻
ノ
届
出
ニ
ハ
左
ノ
事
項
　
　
ヲ
記
載
ス
ヘ
シ
。
一
、
当
事
者
ノ
姓
名
、
本
貫
、
出
生
ノ
年
月
　
　
日
、
本
籍
及
職
業
（
中
略
）
当
事
者
ノ
一
方
力
婚
家
ヨ
リ
更
二
　
　
婚
姻
二
因
リ
テ
他
家
二
入
ル
場
合
二
於
テ
ハ
前
項
二
掲
タ
ル
事
　
　
項
ノ
外
実
家
ノ
戸
主
ノ
姓
名
及
本
籍
ヲ
記
載
ス
ヘ
シ
」
。
第
八
　
七
条
「
離
婚
ノ
届
出
ニ
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
記
載
ス
ヘ
シ
。
一
、
当
　
事
者
ノ
姓
名
、
本
貫
、
出
生
ノ
年
月
日
、
本
籍
及
職
業
（
中
略
）
　
　
四
、
婚
家
ヲ
去
ル
者
ノ
復
籍
ス
ヘ
キ
家
ノ
戸
主
ノ
姓
名
及
本
籍
。
　
　
五
、
婚
家
ヲ
去
ル
者
力
一
家
ヲ
創
立
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
旨
並
創
　
　
立
ノ
原
因
及
場
所
但
シ
実
家
ヲ
再
興
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
旨
及
再
　
　
興
ノ
場
所
」
。
（
7
5
）
　
前
掲
「
夫
妾
関
係
解
消
ノ
申
告
二
関
ス
ル
件
」
。
（
7
6
）
　
「
朝
鮮
戸
籍
令
」
第
一
二
九
条
「
本
令
施
行
前
生
シ
タ
ル
事
　
　
項
ノ
申
告
又
ハ
届
出
二
関
シ
テ
ハ
従
前
ノ
規
定
二
依
ル
」
。
（
7
7
）
　
前
掲
「
夫
妾
関
係
解
消
ノ
申
告
二
関
ス
ル
件
」
。
（
7
8
）
　
前
掲
小
林
忠
正
『
日
本
家
族
法
史
論
』
、
一
一
五
～
一
六
頁
。
（
7
9
）
　
日
本
に
お
け
る
妾
制
の
廃
止
過
程
と
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
　
　
る
そ
の
過
程
に
関
す
る
比
較
法
史
的
考
察
は
、
今
後
の
研
究
課
　
　
題
と
し
た
い
。
（
8
0
）
　
「
民
籍
法
」
の
制
定
・
施
行
・
改
正
の
目
的
お
よ
び
経
緯
・
　
　
経
過
・
結
果
に
つ
い
て
は
、
前
掲
李
英
美
「
韓
国
近
代
戸
籍
関
　
　
連
法
規
の
制
定
及
び
改
正
過
程
　
　
『
民
籍
法
』
を
中
心
に
」
　
　
を
参
照
の
こ
と
。
（
8
1
）
（
8
2
）
　
統
監
府
時
代
の
法
典
編
纂
事
業
に
つ
い
て
は
、
李
英
美
　
　
『
韓
国
司
法
制
度
と
梅
謙
次
郎
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
　
　
五
年
、
を
参
照
の
こ
と
。
130東洋文化研究8号
Aformation　process　of　a　divorce　customary
times　Korea：mainly　on　a　divorce　in　discussion
law　in　modern
李 英美（LEE　Young－mee）
Key　words：customary　law（慣習法），　divorce　in　discussion（協議上の
離婚），mistress　custom（妾制慣習），　colony　legislation（植民地法制），
judgement　record　of　the　Koto－hoin　court　of　law　in　the　Government－
General　of　Korea（朝鮮総督府高等法院判決録）
　　　　This　article　considered　that　formation　process　of　a　divorce　in
discussion　made　as　a　customary　law　in　the　Korea　rule　time　by　Japan．
There　was　not　the　divorce　in　discussion　in　traditional　Korea　society．
It　was　grasped　unless　there　was　even　custom　investigation　of　the
Residency－General　of　Korea．　However，　the　Government－General　of
Korea　that　after　Japan－Korea　merger　established　it　as　a　customary
law　in　acknowledgment　of　existence　of　divorce　custom　afterwards．　As
for　the　formation　process　of　such　a　divorce　customary　law，　an　answer
and　an　information　by　Seimu－sokan　who　government　affairs　inspector
of　the　Government－General　of　Korea　and　director　administration　of
justice　officia正，　judgment　of　Koto－hoin　court　of　law，　a　resolution　of　an
administration　of　justice　association　functioned．　By　the　way，　the　court
case　about　a　divorce　in　discussion　in　judgment　record　of　Koto－hoin
court　of　law　related　to　cancellation（a　divorce）of　husband　and　mistress
relation　mainly．　From　such　a　reason，　this　report　analyzed　that　above
an　answer　and　an　information，　judgment，　a　resolution．　In　addition，
analyzed　the　changing　process　of　social　position　of　the　mistress　that　a
legal　position　was　accepted　for　the　first　time　in　Korea　by“Minseki－
ho”of　the　Residency－General　of　Korea，　and　it　was　denied　by　the
Government－General　of　Korea　by　the　later．　It　was　cleared　that，
through　this　work，　historic　structure　for　a　formation　process　of　a
divorce　customary　law　of　colony　Korea　by　colony　rule　mechanism．
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